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【
要
約
】
　
明
治
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
明
治
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
多
く
の
人
々
が
渡
米
に
関
心
を
も
ち
、
実
際
に
渡
米
し
て
い
っ
た
。
渡
米
を
奨
励
す
る

数
多
く
の
本
が
出
版
さ
れ
、
渡
米
協
会
・
力
行
会
と
い
っ
た
渡
米
奨
励
団
体
も
活
況
を
呈
し
、
新
聞
・
雑
誌
で
も
渡
米
二
心
が
か
な
り
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

移
民
の
最
適
地
ア
メ
リ
カ
、
渡
米
す
れ
ば
稼
げ
て
学
べ
て
洋
行
帰
り
と
な
れ
る
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
語
ら
れ
、
人
々
の
関
心
を
ひ
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
成
功
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
、
実
力
次
第
の
機
会
と
成
功

の
社
会
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
も
、
大
量
に
ふ
り
ま
か
れ
て
い
た
。
こ
う
い
つ
た
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
日
本
の
社
会
情
況
へ

の
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
や
息
苦
し
さ
が
倒
錯
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
別
の
角
度
か
ら
み
れ
ば
、
日
本
人
の
ア
メ

リ
カ
に
対
す
る
劣
等
感
や
屈
辱
感
、
そ
し
て
反
発
が
、
そ
こ
に
は
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
日
露
戦
争
後

の
日
本
人
排
斥
運
動
・
黄
禍
論
の
台
頭
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
林
　
六
九
養
二
号
　
一
九
八
穴
年
五
月

1
　
は
　
じ
　
め
　
に

渡
米
が
立
志
や
成
功
と
同
義
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
実
際
に
数
多
く
の
奢
が
渡
米
し
、
そ
し
て
ま
た
移
民
・
殖
民
と
い
え
ば
、
何
よ
り
も
渡

米
を
指
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
渡
米
は
商
売
と
し
て
も
な
り
た
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
か
ら
明
治
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
三
四
～
五
年
を
境
と
し
て
、
表
1
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
渡
航
手
続
き
・
上
陸
後
の
就
労
や
就
学
・
ア
メ
リ
カ
の
社
会
の
紹
介
等
を
セ
ー
ル

桑
イ
・
・
と
し
薮
多
く
の
渡
糞
宮
本
が
出
版
さ
れ
、
多
く
の
読
者
を
馨
す
る
よ
う
に
な
・
た
・
渡
米
協
会
・
力
行
会
と
い
・
た
渡
米
鰯

奨
励
・
斡
旋
を
売
り
物
と
す
る
団
体
が
、
明
治
三
五
～
六
年
頃
か
ら
活
況
を
呈
し
始
め
、
の
ち
に
は
、
『
渡
米
雑
誌
』
・
『
渡
米
新
報
』
と
い
う
機
　
7
1



表1　明治後半期の渡米奨励本

刊輔陪 者1書 名 出版者（値段） 売 行
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明治39，4

渡辺　四郎

渡辺　四郎

片　山　　潜
一柳松庵（＃．Sllfi＝）

島貫兵太夫

尚米同志会

渡辺　四郎

飯島栄太郎

郎
郎
郎
幹

三
次
治

車
蝦
岸

清
相
佐
山

吉村大次郎

渡辺勘次郎
片　山　　潜

吉村大次郎

石塚猪男蔵

吉村大次郎

河　上　　清

奥宮健之
吉村大次郎

星　一　編

星野徳治
宮本勘次郎

藤本　西州
秋広　秋郊

桜府　隠士

力行会心
天野寅三郎
林　　引　之

岡田　漢水

宮本勘次郎

吉村大次郎
島貫兵太夫編

岩縛勝三郎

安部磯雄
木村竹葉
北沢寅之助
成沢金兵衛

英語会話と職業編

ハワイアメリカ出稼出
世の宝

渡米案内

渡米の栞

最近正確渡米案内大全

渡米之栞

海外立身の手引

米国渡航案内

米国労働便覧

渡米のしるべ

米国布畦渡航問答

鱗鑛藤の
海外脂稼案内

続渡米案内

渡米成業の手引

現今渡米案内

瞥素北米欝案内

糞嬰書生顯

北米移民論

北米テキサス州の米作

米国万騒博覧会渡
聖路易　航案内

携照撚
新渡米

海外苦学案内

在i米成功の日本人

最近渡米策

渡米羅針

渡米会話

米属劇青

続新渡米

テキサス州米作の実験

実地渡米

最新渡米案内

北米之新日本

新渡米案内

新撰渡米案内

堂本商会
　　　（1円75銭）

労働新聞社（15銭）

中庸堂

雲梯舎

博文館

　（30銭）

（非売晶）

　（25銭）

　（40銭）

岡島書店　（25銭）

宝文館　　（25銭）

中庸堂　　（35銭）

内外出版　（20銭）

i度米t窃会　　（15銭）

岡島書店　（25銭）

石塚書舗

岡島書店　（25銭）

言文社　　（30銭）

明義舎　　（30銭）

岡島書店　（35銭）

日米週報社（25銭）

警蕗里社　　　　（35銭）

出版協会　（15銭）

博報堂　　（30銭）

宝文館　　（35銭）

力行会　　（35銭）

東京交誠社

石塚書舗　（30銭）

出版協会

岡島書店

力行会

大学館

博文館

盛光堂
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博文館　　（30銭）

明治39年増補8版

明治42年増訂14版

明治37年増言丁4版

明治40年2i蹟乏

明治40年改訂増補6版

明治37年2版

明治38年増言了15片反

明治38年5版

明治39年増訂4版

この年数版

明治39年11版

直後2版
明治38年4片反

この年5版

明治39年4版

明治41年4版

明治45年増補8版
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明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

明治39．

7
’
0

，
－

明治40．1

明治4ユ．5

明治44．

明治45．

8
6
9
2
4

　
　
　
1

山根悟一編
片　山　　潜

河村鉄太郎

梅田又次三

田畑喜三郎

秋吉辰次郎
島貫兵太三編

盛文社団輯部編

島貫兵太夫

植村　寅編

最近渡米案内

渡米之秘訣

最近活動北米事業案内

在米の苦学生及労働者

渡米者成功之友

新撰渡米者必携

力行奮闘録

海外立身案内

薪渡米法

渡米者必携米国事情

渡米雑誌社（30銭）

出版協会

博文館　　（38銭）

実業之日本社
　　　　　（30銭）

清水書店

　　　　　（40銭）

博文館　　（25銭）

盛文社　　（27銭）

博文館　　（40銭）

内外出版協会

明治40年41fi

＊アメリカでは『在米
者成功主唱』

大正5年12版

・片山潜r渡米案内』の売行一1週間で2，000部直後再版→明治34年10月3版→同年12月4版→

　　　明治35年4月増訂5版→同年9月6版→明治36年4月7版→同年5月8版→同qilO月9
　　　版→明治37年3月10版→同年5月11版～明治42年6月14版
。相島勘次郎・佐藤政治郎『渡米のしるべ』の売行一明治35年10月25日2版→間年11月10H3版

　　　→同年11月25日4版→明治36年1月20日5版→同年2月25日6版→同年3月20日7版→
　　　同年4月5日8阪→同年4月20日9版→同年6月11日10版→同年9月15日増訂11版～明
　　　治38年11月増訂15版
＊版については，本の奥付や漸聞・雑誌・本掲載の広告等を参照した。

＊著者のなかで，本の内容からみて，渡米体験のない者は，山岸幹・石塚猪男蔵・天野寅三郎・

　岩崎勝三郎の四品と思われる。

＊これ以外にも渡米奨励本は出版されていたが，直接目を通したものだけを掲載した。

ー
ム
の
な
か
で
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
マ
ー
デ
ン
の
翻
訳

も
の
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
雑
誌
や
新
聞
で
も
そ
の
名
は
ひ
ん
ぱ

ん
に
登
場
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
『
米
国
観
』
（
原
田
豊
次
郎
有
朋
館
搾

出
三
六
年
）
・
『
北
米
無
銭
渡
航
』
（
天
涯
帰
着
大
学
館
明
治
三
九
年
）
・

『
北
米
世
俗
観
』
（
田
村
松
魚
博
文
館
明
治
四
二
年
）
・
『
米
国
見
物
』
（
正

岡
芸
揚
　
昭
文
社
　
明
治
四
三
年
）
・
『
米
国
苦
学
雑
記
』
（
形
影
生
　
内
外
出

版
協
会
　
明
治
四
四
年
）
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
論
か
ら
冒
険
小
説
の
類
い

の
も
の
も
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
明
治
三
〇
年
代
か
ら
明
治
四
〇
年

代
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
メ
リ
カ
の
流
行
と
結
び
つ
く
形
で
、
渡

米
熱
は
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
露
戦
争
後
の
い
わ
ゆ
る
成
功
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

関
誌
も
月
刊
で
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
『
北
米
ワ
シ
ン
ト
ン
・
英

領
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
日
本
人
事
惜
』
（
石
岡
彦
一
古
屋
商
店
開
治
四
〇
年
）

『
在
米
同
胞
発
展
史
』
（
加
藤
十
四
郎
博
文
館
明
治
四
一
年
）
と
い
っ
た

一
種
の
在
米
日
本
人
史
も
、
明
治
四
〇
年
代
に
入
る
頃
に
は
出
版
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
『
大
阪
毎
日
新
聞
』

・
『
成
功
』
を
始
め
と
し
た
数
多
く
の
新
聞
・
雑
誌
も
、
渡
米
関
連
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

事
・
論
文
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
渡
米
が
社
会
的
関
心
を
ひ
き

お
こ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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　　　　　　　表H　明治30年代における渡米春の概数に関する参考資料

1　年次別・地域別・邦人移民数

rvx　nt　41！XI　I　HNIilill　l　31　1　32　1　33　1　34　1　3s　1　36　1　37　1　3s　1　3g

北　米　等

?南　米
兼?アジア

8，064 16，929 30β97

@791
@166

15，609

@　1
P，148

5，841

@95
@554

15，443

@83
@393

9，965

P，7工0

Qβ80

10，263

P，261

R，139

11，764

@346
P，192

29，579

U，325

@220
計1・・641・・929｝31瑚・6・7S8　16，49・1　iS・91gl・4・・551・4・6631・3…2瞬4

外務省領事移住部『わが国属の海外発展』資料編　昭和46年

若槻泰雄・鈴木譲ご『海外移住政策史論』福村出版　昭和50年間所収　55頁による。

2　渡　米　者　数

年次1讐i・・3233343536373839・・
本土1・調2・23・！3・29Sl・2・62615・629　15・・4516・92317・67413・63gl　’・・78419・36・

一・イ1 1　g，i2sli3，e4sl　6，sgoi　6，6921　g，osi12e，s6s

加藤十四郎『在米三笠発展史』博文館　明治41年10～11頁，K．　K．　KAWAI〈AMI　t‘　Tlte　Real

JaPanese　O・uestion”MacMillan　Company　1921，　p．63・在米日本人会編r在米日本入史』昭和

15年70～71頁による。ハワイ渡航者は，アメリカ本土への転航のスラップとして渡航する者が多

かった。たとえば，明治38年1月～11月の16，174人のハワイ渡航者数に対し（上表の数字とは相

違するが），アメリカ本土への転航者は11，615人にのぼったという（r明治39年12月13日在ホノル

ル斉藤総領事ヨリ林外務大臣織布畦二於ケル本邦移民来住明細書進達ノ件」r日本外交文書』第

39巻第ご冊　明野治39年1月1日至明治39年12，月31日　308頁）。．

3　在米日本人数

年次1讐　37 38 39 40 41

i　35，00el　53，7641　61，5391　73，5391　89，573i103，683

永井松三編『日米文化交渉史』5二佐　新装版　原書房　昭和56年　93頁による。

4　渡米関係旅券出願数と許可数（明治35年9月～明治36年9月）

府県名i緻山1京副大阪1襟刀ll矧繍剛如鵬障麟矢・嗣圃熊本

出願総件数

旅券下付件数

不認可件数

2，033

646

1，416

167

107

68

1，121

596

618

421

213

242

286

99

187

8
Q
U
r
D

4
4

541

242

306

2
7
ρ
0

8
Q
》
n
ロ

4
【
D
9

1

F
D
7
8

ハ
0
2
0
0

1，373

437

957

144

54

90

663

234

429

136

106

30

548

336

269

「明治37年4月28呂溶棲和歌山県知事ヨリ珍団外務次官宛　米国及加工知行渡航取扱振リ報告ノ

件」付属書自明治35年9月至明治36年9月米加普通渡航〔商業学術等ノ目的有スル普通渡航者〕

旅券下付出願総件数及旅券下付件数対照袈『日本外交文書』第37巻第2冊　自明治37年1月1日

至明治37年12月31日　275頁による。

＊なお，以上の表で相互に矛盾する個処もあるがそのままにしておく。もともと，いずれの数字

　も実数より少い概数を示しているからである。この表のR的は，渡米者のおおまかな数字をう

　かがうことにある。
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明治後半期の渡米二一アメリカの流行（立川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
堺
利
彦
は
、
明
治
三
四
年
の
河
上
清
の
渡
米
に
際
し
て
「
う
ら
や
ま
し
い
偏
と
そ
の
日
記
に
記
し
、
石
川
啄
木
は
、
明
治
三
七
～
九
年
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

け
て
第
二
の
野
口
米
次
郎
た
ら
ん
と
し
て
渡
米
熱
に
と
り
つ
か
れ
た
。
三
宅
雪
嶺
は
そ
の
著
『
大
尽
小
塵
』
（
明
治
三
七
年
）
で
、
「
た
と
え
日
本

人
排
斥
の
声
の
高
き
を
致
す
あ
り
と
も
其
の
移
住
す
べ
き
地
は
猶
ほ
荘
と
し
て
広
し
、
更
に
幾
倍
の
増
殖
を
見
る
も
決
し
て
狭
き
を
覚
え
ざ
ら

ん
、
行
い
て
量
地
（
米
州
西
海
岸
一
立
川
）
に
職
業
を
求
め
ん
と
す
る
者
は
容
易
く
之
を
求
め
得
べ
く
、
普
通
に
勉
強
し
て
浪
費
せ
ざ
る
、
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ち
能
く
儲
け
て
貯
蓄
す
る
を
得
べ
し
」
と
論
じ
、
島
崎
藤
村
は
、
明
治
三
七
年
に
出
懐
し
始
め
た
『
破
戒
』
の
な
か
で
、
主
人
公
丑
松
を
テ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

サ
ス
米
作
に
向
っ
て
渡
米
さ
せ
た
。
社
会
問
題
の
圃
避
に
す
ぎ
な
い
と
渡
米
熱
に
否
定
的
だ
っ
た
幸
徳
秋
水
も
、
渡
米
直
後
の
明
治
三
八
年
一

二
月
に
は
、
「
集
会
も
言
論
も
出
版
も
自
由
で
、
金
銭
も
儲
け
易
い
此
地
に
於
て
、
熱
心
に
運
動
を
し
た
な
ら
ば
、
日
ホ
社
会
運
動
の
策
源
地
、

兵
姑
部
及
び
迫
害
さ
れ
た
る
同
志
の
避
難
所
を
作
り
出
し
て
、
恰
も
露
國
革
命
党
員
が
瑞
西
を
運
動
の
根
拠
と
し
た
如
く
に
な
り
は
し
な
い
か

　
　
⑦

と
思
う
」
と
明
る
い
調
子
で
の
べ
て
い
た
の
を
み
れ
ば
、
少
く
と
も
渡
米
前
に
は
ア
メ
リ
カ
社
会
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
松
崎
源
吉
が
、
片
山
潜
に
「
無
暗
に
渡
米
を
煽
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
一
種
の
罪
悪
で
は
な
い
か
…
…
一
体
社
会
主
義
が
本
業
な
の
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
れ
と
も
渡
米
屋
が
本
業
な
の
か
」
と
く
っ
て
か
か
っ
た
の
は
有
名
な
話
だ
が
、
こ
の
松
崎
も
明
治
三
六
年
に
は
、
「
行
け
日
本
有
為
の
青
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

男
児
、
蝸
牛
角
上
の
争
闘
に
奔
命
し
て
愚
痴
を
並
ぶ
る
を
止
め
よ
、
北
米
の
天
地
は
欣
々
と
し
て
諸
君
を
待
て
る
に
あ
ら
ず
や
」
と
演
説
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

り
、
渡
米
す
れ
ば
「
人
間
ら
し
き
幸
福
を
響
け
得
せ
し
め
本
当
の
文
明
開
化
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
か
「
米
国
軍
鑑
に
乗
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

普
通
に
勤
務
す
れ
ば
千
円
貯
め
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
た
よ
う
に
、
片
山
と
並
ぶ
渡
米
論
者
と
し
て
社
会
運
動
史
上
に
登
場
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
安
部
磯
雄
・
奥
宮
健
之
・
大
石
誠
之
助
・
加
藤
時
次
郎
も
熱
心
な
渡
米
論
者
だ
っ
た
。
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
で
鍛
え
ら

れ
た
個
性
を
み
せ
る
清
沢
洌
・
明
石
順
三
・
翁
久
允
が
渡
米
し
て
い
っ
た
の
は
、
渡
米
熱
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
明
治
四
〇
年
代
初
め
の
こ
と
だ

っ
た
。

　
し
か
し
、
渡
米
熱
の
高
ま
っ
て
い
た
こ
の
時
期
、
渡
米
は
か
な
り
困
難
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
渡
米
費
用
が
高
か
っ
た
か
ら
と
い
う
よ
り
、
政

府
の
厳
し
い
制
限
策
に
よ
る
も
の
だ
・
た
・
明
塗
一
孟
年
呼
寄
せ
渡
航
が
認
め
ら
ゆ
明
治
三
山
ハ
年
●
三
八
年
に
は
主
に
学
沓
的
の
も
の
の
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⑭

渡
航
条
件
が
一
部
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
原
則
上
は
、
明
治
三
三
年
以
降
出
稼
ぎ
目
的
の
渡
米
（
い
わ
ゆ
る
移
民
）
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
か

　
　
　
⑮

ら
で
あ
る
。
政
府
に
と
っ
て
渡
米
者
は
、
と
り
わ
け
日
露
戦
争
後
は
、
国
の
体
面
を
そ
こ
な
い
、
日
本
人
排
斥
運
動
・
黄
禍
論
を
ひ
き
お
こ
し
、

ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
外
交
に
波
動
を
ひ
き
お
こ
す
元
凶
と
し
て
、
恥
さ
ら
し
の
厄
介
者
取
締
り
の
対
象
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

旅
券
下
付
条
件
は
、
学
術
目
的
で
も
原
則
と
し
て
中
学
卒
業
以
上
で
一
万
円
以
上
の
資
産
の
あ
る
老
と
厳
し
く
、
そ
の
調
査
は
犯
罪
人
扱
い
だ

　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
た
。
し
た
が
っ
て
、
あ
や
し
げ
な
密
航
業
者
が
暗
躍
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
厳
し
い
渡
航
制
限
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
ま
で
し
て
、
人
々
は
渡
米
し
て
い
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
は
定
説
め
い
た
も
の
が
あ
る
。

一
刻
も
早
く
金
を
儲
け
て
錦
衣
故
郷
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
日
本
社
会
と
り
わ
け
農
村
の
貧
し
さ
と
い
う
送
出
力
が
最
大
の
要
因
だ
、
と
い
う

　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
渡
（
在
）
米
者
自
ら
が
語
っ
た
回
想
類
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
渡
米
論
の
多
く
が
手
取
り
早
く
稼
げ
る
出
稼
ぎ
の
地
と
い

っ
た
文
脈
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
語
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
話
は
そ
う
簡
単
で

は
な
い
。
渡
米
論
を
読
め
ば
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
稼
げ
る
だ
け
で
な
く
学
べ
て
洋
行
帰
り
に
も
な
れ
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
烈
に
打
ち

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
打
ち
だ
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
が
多
く
の
人
々
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
て
い
た
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
渡
米
す
る
こ
と
自
体
を
立
志
や
成
功
と
同
義
の
こ
と
の
よ
う
に
み
な
す
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
、
渡
米
奨
励
本
や
渡

米
奨
励
・
情
報
雑
誌
が
歓
迎
さ
れ
る
と
い
っ
た
形
で
の
、
渡
米
熱
と
い
う
社
会
現
象
を
ひ
き
お
こ
す
要
因
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
問
題
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
人
々
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
た
の
か
、
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
日
本
の
社
会
情
況
と
密
接
に
結

び
つ
い
た
も
の
と
し
て
渡
米
熱
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
が
、
こ
こ
で
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
、
渡
米
熱

が
、
苦
学
熱
や
成
功
ブ
ー
ム
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
移
民
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
こ
こ
ま
で
も
通
常
使
わ
れ
て
い
る
意
味
で
の
移
民
を
渡
米
者
と
書
い
て
き
た

が
、
そ
れ
は
、
渡
米
者
の
な
か
か
ら
結
果
的
に
定
住
者
が
生
み
だ
さ
れ
は
し
た
が
、
当
初
の
渡
米
の
目
的
は
、
出
稼
ぎ
や
自
活
し
て
の
大
学
卒

業
に
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
渡
米
者
の
総
称
と
し
て
移
民
と
い
う
言
葉
は
不
適
切
だ
か
ら
で
あ
る
。
元
来
移
斑
は
出
稼
ぎ
を
意
味
し
て
い
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た
が
、
現
在
で
は
異
っ
た
響
き
を
も
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
渡
米
者
と
呼
ぶ
方
が
適
切
だ
と
思
う
。

・渡米協会関係

　r渡米案内」をr労働世界』第6年第1号（明治35年4

月3日）に設ける（第7年第7号からr社会主馳）→
　『社会主義』第8年第5号（明治37年3月3日）から

渡米協会機関誌→『渡米雑誌』第9年第1号（明治38

年1月）→r亜米利加』第11年1号（明治40年1月）

→r亜米利加』第12年第3号（明治41年3月）からr日
　　米通信』（準日刊ただし同年8月まで）の臨時増刊号

　　の形をとる→第13年第5号（明治42年5月）まで

→「渡米協会記事」『社会新聞』第1号（明治40年6月

　　　2日）→r渡米』第1巻第1号（明治40年11月）片

　　山潜主筆→『日米経済新報』明治41年4月（7月～

　　　9「s休刊）→『搬耀』内の「渡米案内悌48号膠て器質新ど
　　（明治41年10月10日）→第72号（明治43年10月15目）

　　　まで

。力行会

　r力行』（明治36年2月発刊）を「苦学者及渡米者の友」

　と銘うつ（遅くとも明治38年から）→r渡米薪報』第1

巻第1号（明治40年5月）→『渡米新報』明治41年1月

からr力行』を吸収，第6巻第1号→第7巻第3号
　（明治42年3月）まで

　　　　　　　　o
　協と倉米
こ会は　・関r
こ・いア連渡
で力つジ甘撚
’行てア報雑
代会　も的を誌
表に　’貧提』

1慈鷺竃

碧い旋命報ち
遷る　を感』　ら
を。おをはか

爵漕謎て　　つう行え
お　　てち会ぱ
　　　いだの割く

。　　た　し苦観
　　　　。て学的
　　　渡い生に
　　　米菟救渡

②
　
「
大
阪
毎
日
新
聞
隔
は
、
明
治
三
五
年
以
降
、
佐
藤
政
治
郎
「
米
国
土
産
」
（
明

　
治
三
五
年
四
月
八
肩
～
二
九
日
、
五
月
六
日
）
、
糟
島
勘
次
郎
「
ハ
イ
カ
ラ
倶
楽

　
部
（
明
治
三
五
年
四
月
二
六
日
～
二
八
日
）
、
矢
野
原
由
次
郎
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
農
業
　
班
」
（
明
治
三
五
年
九
月
～
日
、
照
日
～
五
日
）
、
桜
府
隠
士
『
在
米
成

功
の
日
本
人
』
（
明
治
三
六
年
一
月
一
日
～
六
月
六
日
）
、
吉
村
大
次
郎
「
テ
キ
サ

ス
州
日
本
人
の
米
作
」
（
明
治
三
八
年
一
月
二
七
日
～
二
月
二
四
日
）
等
、
ひ
ん

ぱ
ん
に
渡
米
関
連
記
章
を
掲
載
、
質
問
が
殺
到
す
る
な
ど
そ
の
反
響
は
大
き
か
っ

た
。
同
新
聞
を
読
ん
で
、
渡
米
を
決
意
し
た
と
の
証
言
も
あ
る
（
伊
藤
一
男
『
北

米
百
年
桜
』
日
貿
繊
版
社
　
昭
和
四
八
年
四
二
頁
）
。
『
成
功
』
は
、
殖
民
論
の
対

象
地
と
し
て
は
、
満
配
清
樺
太
を
強
調
し
て
い
た
が
、
読
者
の
質
問
が
数
多
く
よ

せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
治
三
六
年
に
入
っ
て
か
ら
、
渡
米
関
連
記
事
を
継

続
し
て
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
そ
の
　
部
を
本
論
で
ふ
れ
る
）
。
そ
の
他
、

新
聞
で
は
、
『
時
事
新
報
』
が
、
明
治
三
五
年
テ
キ
サ
ス
米
作
論
を
熱
心
に
鼓
吹
、

河
上
清
『
米
国
書
生
気
質
』
や
北
沢
寅
之
助
・
成
沢
金
兵
衛
『
新
撰
渡
米
案
内
』

の
一
部
は
、
『
万
凶
報
』
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
『
大
阪
朝
瞬
新

聞
』
も
、
青
琢
生
「
再
び
テ
キ
サ
ス
州
の
米
作
に
つ
い
て
」
（
明
治
一
二
六
年
ふ
月
二

六
日
～
二
月
三
日
）
な
ど
を
連
載
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
雑
誌
で
は
、
『
中
学
世

界
』
が
、
飯
島
栄
太
郎
「
東
西
修
学
上
の
比
較
」
（
第
四
巻
第
五
号
～
六
号
、
明

治
三
四
年
四
月
一
〇
日
～
五
月
一
〇
臼
、
．
同
「
米
魍
の
学
風
」
（
第
四
巻
｝
三
号

～
一
四
号
明
治
三
四
年
一
〇
月
一
〇
日
～
一
一
月
一
〇
日
）
、
『
太
陽
』
が
、
久
保

他
治
衛
「
在
米
同
胞
の
鉄
道
労
働
に
於
け
る
実
況
」
（
第
八
巻
第
二
号
明
治
一
二
五

年
二
月
五
臼
）
、
斉
藤
修
　
郎
「
北
米
太
平
洋
沿
岸
と
日
本
人
」
（
第
八
巻
第
五
号

明
治
三
五
年
五
月
五
日
）
、
『
実
業
世
界
太
平
洋
』
も
、
池
田
昇
三
「
日
本
人
の
好

移
住
地
（
テ
キ
サ
ス
米
作
）
」
（
第
二
巻
第
六
号
　
明
治
三
七
年
三
月
｝
五
日
）
等
を

掲
載
、
落
機
山
人
（
島
貫
兵
太
夫
）
「
渡
米
最
好
時
機
」
（
第
三
巻
第
二
号
　
明
治
三

七
年
七
月
｝
五
日
）
、
同
「
在
米
日
本
人
労
働
の
実
況
」
（
第
三
巻
第
四
号
明
治
三

七
年
八
月
一
五
日
）
の
掲
載
を
機
に
質
問
が
殺
到
、
第
三
巻
第
七
号
（
明
治
ゴ
…
七
年

一
〇
月
一
日
）
か
ら
、
島
貫
に
よ
る
「
米
国
渡
航
問
答
」
欄
を
設
け
た
。
そ
の
他
、
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『
六
ム
側
円
融
ゆ
』
が
、
野
上
啓
ツ
伸
助
『
殖
畏
取
綱
』
（
第
二
七
四
号
　
田
四
治
ご
ゴ
ハ
年
一
〇

　
月
一
五
日
）
、
社
論
「
政
府
は
何
故
に
海
外
渡
航
を
防
止
せ
ん
と
す
る
か
」
（
第
工

　
七
七
号
　
明
治
三
七
年
一
月
一
五
日
）
、
『
東
洋
経
済
新
報
』
が
、
片
山
潜
「
北
米

　
移
住
論
（
第
二
七
六
号
　
明
治
三
六
年
八
月
五
日
）
、
同
「
テ
キ
サ
ス
米
作
と
日
本

　
人
e
～
㈱
」
（
第
三
〇
五
号
～
三
〇
八
号
明
治
三
七
年
五
月
二
五
日
～
六
月
二
五

　
日
）
、
『
実
業
之
日
本
』
が
、
第
八
巻
第
一
号
（
明
治
ゴ
～
八
年
置
月
一
B
）
か
ら
「
海

　
外
渡
航
案
内
欄
」
を
設
け
、
断
続
的
に
渡
米
関
連
記
事
を
掲
載
、
な
ど
で
あ
る
。

③
「
三
十
歳
記
」
明
治
三
四
年
七
月
ニ
ニ
臼
『
堺
利
彦
金
集
』
第
一
巻
法
律
文

　
化
社
　
昭
和
四
六
年
所
収
　
三
七
四
頁
。

④
　
木
股
知
史
門
立
志
と
詩
の
ア
メ
リ
カ
」
『
石
川
啄
木
一
九
〇
九
年
』
富
岡
漁
口
房

　
昭
和
五
九
年
　
二
四
九
～
二
五
七
頁
。

⑤
　
三
宅
雪
嶺
『
大
塊
一
驚
』
政
教
社
　
明
治
三
七
年
『
三
宅
雪
嶺
集
』
近
代
日
本

　
思
想
大
系
5
　
筑
摩
害
房
　
昭
和
五
〇
年
所
収
　
一
〇
四
頁
。

⑥
幸
徳
秋
水
「
在
米
同
胞
は
幸
福
な
り
や
」
『
日
米
』
明
治
三
九
年
二
月
　
五
日

　
『
幸
飾
過
秋
轟
小
全
集
』
第
六
巻
　
明
治
文
献
　
昭
和
四
瓢
二
な
†
　
所
収
　
　
五
七
～
六
一

　
頁
、
同
「
渡
米
せ
し
む
べ
き
人
」
『
亜
米
利
加
』
第
一
…
三
碧
一
一
号
明
治
四
〇

　
年
＝
月
一
日
。

⑦
幸
徳
秋
水
「
桑
港
よ
り
e
」
『
光
』
第
一
巻
第
五
号
明
治
三
九
年
｝
月
二
〇
日
。

⑧
吉
川
夏
虫
『
荊
逆
星
霜
史
』
『
資
料
日
本
社
会
運
動
史
』
6
青
木
書
店
昭
和

　
四
二
二
住
丁
　
所
胡
収
　

四
四
工
ハ
酬
員
。

⑨
　
松
崎
源
吉
「
北
米
に
於
け
る
予
が
経
験
」
『
社
会
主
義
』
第
七
年
第
一
五
号
明

　
治
三
六
年
七
月
五
日
。

⑩
松
崎
源
吉
「
習
人
は
何
故
に
渡
米
を
奨
励
す
る
乎
」
『
社
会
主
義
』
第
七
年
第

　
一
七
号
　
明
治
三
六
年
八
月
茶
臼
。

⑪
松
崎
源
吉
「
米
国
軍
鑑
に
お
け
る
巳
本
人
⇔
」
『
社
会
主
義
』
第
七
年
第
二
〇
号

　
明
治
三
六
年
九
月
　
八
日
。

⑫
　
安
器
機
雄
・
奥
宮
健
之
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
北
米
之
新
日
本
』
・
『
北
米
移
罠
論
』

　
と
い
う
奨
励
本
を
だ
し
、
渡
米
協
会
の
門
渡
米
奨
励
演
説
会
」
（
明
治
三
六
年
一

　
二
月
一
五
日
・
明
治
三
七
年
六
月
一
六
日
）
の
弁
士
と
も
な
っ
た
（
安
都
尉
雄
「
青

　
年
の
為
め
に
海
外
渡
航
の
途
を
開
く
べ
し
」
『
社
会
主
義
』
第
八
年
第
四
号
明
治

　
三
七
年
二
月
一
八
日
、
奥
宮
健
之
「
太
平
洋
上
に
於
け
る
日
本
帝
国
の
地
位
」
『
社

　
会
主
義
』
第
八
年
第
一
〇
号
　
明
治
一
二
七
年
八
月
一
二
日
）
。
加
藤
蒔
次
郎
も
、
上

　
記
の
演
説
会
の
弁
士
と
な
っ
た
（
加
藤
時
次
郎
「
国
畏
の
発
展
」
『
社
会
主
義
』
第

　
八
年
第
九
号
　
明
治
三
七
年
七
月
三
日
）
。
大
石
誠
之
助
は
、
渡
米
協
会
和
歌
山

　
支
離
を
設
立
し
て
い
る
（
『
渡
米
雑
誌
酒
壷
九
年
第
四
号
　
明
治
三
八
年
四
月
）
。

⑬
　
　
「
明
ハ
治
三
五
年
六
眉
九
日
小
林
外
繭
粉
大
臣
ヨ
リ
撫
繍
視
蛤
脚
藍
外
紘
坦
府
…
梁
宛
　
渡
米

　
移
畏
渡
航
許
可
二
闘
ス
ル
件
」
『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
五
巻
自
明
治
三
五
年
～

　
月
一
日
至
明
治
三
五
年
一
二
月
三
一
日
　
六
九
九
以
下

⑭
　
「
明
治
王
入
年
一
一
月
　
四
日
珍
田
外
務
次
官
ヨ
リ
北
海
道
庁
長
官
各
府
県
知

　
事
宛
　
学
術
修
業
ヲ
目
的
ト
ス
ル
米
国
渡
航
灘
御
二
浄
曲
ス
ル
件
」
『
日
本
外
山
父
h
又
滋
』

　
第
三
八
巻
第
二
冊
　
自
明
治
三
八
年
～
月
一
日
聚
明
治
三
八
年
一
二
月
三
一
日

　
三
〇
四
～
五
頁
。

⑮
「
明
治
嘉
二
年
八
月
二
蜀
青
木
外
務
大
臣
ヨ
リ
警
視
庁
及
各
地
方
庁
宛
北
米

　
合
衆
国
及
繍
那
陀
移
民
渡
航
全
禁
止
方
訓
令
之
件
」
『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
三
巻

　
自
明
治
三
三
年
一
月
一
日
巡
明
治
三
三
年
＝
一
月
三
｝
日
　
三
九
六
頁
。

⑯
た
と
え
ば
、
『
労
働
世
界
』
第
六
年
第
五
号
明
治
三
五
年
五
月
中
百
。

⑰
た
と
え
ば
、
渡
辺
勘
次
郎
『
海
外
出
稼
案
内
駈
内
外
出
版
明
治
三
五
年
四

　
八
～
五
六
頁
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明
治
三
五
年
～
二
月
二
四
日
、
「
明
治
三
七
年

　
八
月
二
日
周
布
神
奈
川
凹
耶
知
事
ヲ
リ
珍
田
外
務
次
官
回
帰
　
旅
券
下
・
附
監
取
扱
二
閣
四
シ

　
回
報
ノ
件
」
『
日
本
外
交
文
書
』
明
治
三
七
年
第
二
分
冊
自
明
治
三
七
年
一
月
一

　
日
至
明
治
三
七
年
…
二
月
一
二
一
日
、
『
渡
米
雑
誌
』
第
九
年
第
四
号
明
治
三
八
年

　
四
月
。

⑱
　
た
と
え
ば
、
若
槻
泰
雄
『
排
藻
の
歴
史
』
中
公
新
書
　
昭
和
四
七
年
　
三
五
～

　
四
三
頁
、
鶴
谷
寿
『
ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
と
臼
本
人
』
日
本
放
送
出
版
協
会
　
昭
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和
五
二
年
　
三
九
～
四
五
頁
　
一
一
六
～
一
一
八
頁
。

⑲
た
と
え
ば
、
前
掲
伊
藤
一
男
『
北
米
百
年
桜
』
所
収
の
数
々
の
回
想
。

明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

2

苦
学
生
の
天
国
論
－
渡
米
・
立
志
・
奮
闘
・
成
功

　
明
治
三
〇
年
代
半
ば
頃
に
は
、
働
い
て
学
資
を
え
て
学
歴
（
問
）
を
つ
け
て
立
身
を
志
そ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
苦
学
生
の
存
在
が
社
会
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
注
目
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
『
青
年
学
生
独
立
自
活
法
』
（
大
内
徳
亮
明
治
三
四
年
）
・
『
独
学
自
修
策
』
（
久
津
見
蕨
村
明
治
三
五
年
）

・
『
学
生
自
活
法
』
（
緒
方
流
水
　
明
治
三
六
年
）
・
『
自
活
苦
学
生
』
（
苦
学
子
　
明
治
三
六
年
目
と
い
っ
た
苦
学
生
向
け
の
塞
が
数
多
く
出
版
さ
れ
、

苦
学
社
や
力
行
会
の
よ
う
な
苦
学
生
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
援
助
を
看
板
と
す
る
団
体
が
か
な
り
の
苦
学
生
を
あ
つ
め
、
両
団
体
に
は
黒
岩
涙

香
、
内
村
鑑
三
、
石
川
安
次
郎
、
木
下
尚
江
、
片
山
潜
、
堺
利
彦
、
安
部
磯
雄
、
押
川
方
義
、
島
田
三
郎
、
松
村
介
石
ら
も
賛
助
し
て
い
た
の

　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
あ
る
。
青
年
に
爆
発
的
人
気
を
呼
ん
だ
『
成
功
』
（
明
治
三
五
年
一
〇
月
発
刊
）
も
「
苦
学
者
の
同
訳
者
を
以
て
任
じ
て
」
い
た
。
明
治
三
学
年

代
に
は
、
学
歴
と
社
会
的
地
位
が
結
び
つ
く
い
わ
ゆ
る
学
歴
社
会
の
成
立
が
青
年
に
実
感
さ
れ
る
一
方
で
、
中
学
校
以
上
の
上
級
学
校
の
重
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

経
済
的
負
担
か
ら
庶
民
の
子
弟
の
進
学
は
困
難
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
情
況
の
な
か
で
、
学
歴
こ
そ
が
立
身
出
世
の
参
加
資
格
だ
、
と
す
る
青

年
の
動
向
が
、
苦
学
熱
と
い
う
形
で
社
会
に
表
わ
れ
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
明
治
三
〇
年
代
の
渡
米
論
が
多
く
の
読
者
を
え
た
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
よ
う
な
苦
学
生
を
対
象
と
し
た
か
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
明

治
三
四
年
八
月
発
売
後
、
一
週
間
で
二
千
部
売
れ
る
と
い
っ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
、
片
山
潜
の
『
渡
米
案
内
』
は
、
自
ら
の
ア
メ
リ
カ

で
の
苦
学
体
験
を
語
り
、
苦
学
生
の
渡
米
を
奨
励
し
た
も
の
だ
っ
た
。
片
山
が
明
治
三
五
年
設
立
し
た
渡
米
協
会
が
、
商
売
と
し
て
な
り
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ほ
ど
活
況
を
呈
し
た
の
は
、
苦
学
と
渡
米
を
結
び
つ
け
た
か
ら
だ
っ
た
。
ま
た
、
苦
学
生
援
助
を
唱
っ
て
出
発
し
た
力
行
会
も
、
「
日
本
の
苦

学
生
を
苦
学
せ
し
む
る
に
は
米
国
に
行
か
せ
る
に
限
る
こ
と
」
、
「
渡
米
の
優
待
法
あ
り
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
苦
学
と
渡
米
を
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
明
治
三
六
年
頃
か
ら
急
速
に
会
が
拡
大
、
明
治
四
〇
年
に
は
、
渡
米
者
の
寄
付
を
基
に
総
額
一
万
二
千
円
の
力
行
教
会
を
建
設
す
る
ほ

　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ど
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
苦
学
社
も
渡
米
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
た
。
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渡
米
協
会
・
力
行
会
に
代
表
さ
れ
る
、
苦
学
生
向
け
の
渡
米
論
が
強
調
し
た
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会
は
逆
境
の
青
年
が
独

立
自
活
で
機
会
を
つ
か
む
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
金
が
た
や
す
く
稼
げ
る
か
ら
、
日
本
よ
り
は
る
か
に
苦
学
に
適
し
か
つ
容
易
だ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ

　
　
「
北
米
は
苦
学
生
の
天
国
な
り
。
苦
学
生
は
学
者
資
本
家
及
政
治
家
の
同
書
を
売
る
な
り
。
然
し
彼
等
の
多
く
は
皆
苦
学
生
よ
り
起
り
た

　
　
　
　
　
⑧

　
　
る
者
な
り
。
」

　
　
「
独
り
鉄
道
の
工
事
の
み
な
ら
ず
諸
般
の
農
事
よ
り
冬
期
の
伐
木
に
至
る
ま
で
各
種
の
仕
事
は
実
る
所
に
日
本
人
の
手
を
要
す
る
が
故
に

　
　
認
る
所
に
日
本
人
を
歓
迎
す
る
な
り
、
さ
れ
ば
労
働
を
専
ら
と
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
学
生
に
す
ら
そ
れ
相
応
に
軽
便
の
労
働
あ
り
て
傍
ら

　
　
即
ち
苦
学
す
る
事
は
至
て
容
易
な
る
事
を
以
て
日
本
に
以
て
苦
学
せ
ん
の
決
心
あ
る
も
の
は
奮
発
一
番
彼
の
地
に
渡
り
て
ス
ク
ー
ル
ボ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
イ
な
り
其
他
適
当
の
仕
事
を
得
て
勉
学
せ
ん
こ
と
を
勧
む
る
も
の
な
り
」

　
　
「
米
国
は
境
土
の
広
大
天
与
の
豊
穣
、
事
業
の
繁
多
、
労
働
の
神
聖
及
び
独
立
心
の
旺
盛
な
る
等
の
諸
原
因
よ
り
、
薄
資
に
し
て
篤
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
士
に
は
最
も
幸
福
な
る
国
柄
に
し
て
学
資
調
達
の
方
法
は
其
幾
多
あ
る
を
知
ら
ず
」

　
　
「
米
国
の
社
会
が
這
般
気
鋭
有
為
の
青
年
の
活
気
を
鼓
舞
振
興
せ
し
む
る
と
云
う
同
情
心
は
大
な
る
も
の
で
、
而
し
て
此
大
な
る
同
情
が

　
　
発
し
て
此
等
の
青
年
を
し
て
成
功
の
彼
岸
に
達
せ
し
む
著
き
諸
機
関
と
な
っ
て
居
る
こ
と
は
、
実
に
完
備
し
た
も
の
と
言
う
て
宜
し
か
ろ

　
　
う
。
米
国
は
志
気
一
決
決
所
不
盲
溝
其
目
的
に
向
っ
て
直
行
す
る
人
を
歓
迎
す
る
。
我
国
の
青
年
に
し
て
志
の
堅
き
あ
り
て
而
も
学
資
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
支
途
に
苦
し
む
の
人
は
、
乞
う
一
度
び
米
国
に
遊
ん
で
其
志
す
所
を
為
せ
、
米
の
天
地
は
歓
ん
で
諸
君
を
歓
迎
せ
む
」

　
若
き
日
の
松
岡
胆
石
も
、
在
米
体
験
か
ら
く
る
に
が
に
が
し
さ
を
お
ぼ
え
な
が
ら
も
、
渡
米
熱
に
う
な
が
さ
れ
て
、
明
治
三
七
年
に
は
『
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

功
』
で
、
ア
メ
リ
カ
は
苦
学
生
の
天
国
と
い
っ
た
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
渡
米
論
を
連
続
的
に
論
じ
て
い
た
。
つ
ぎ
に
あ
げ
る
の
は
、
渡
米
協
会

や
『
成
功
』
に
よ
せ
ら
れ
た
質
問
だ
が
、
こ
れ
ら
を
み
て
も
、
多
か
れ
少
か
れ
在
米
体
験
を
も
つ
も
の
の
情
報
提
供
を
求
め
る
声
が
、
松
岡
を

も
ま
き
こ
む
ほ
ど
、
大
き
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
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明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
「
（
渡
米
後
一
立
川
）
修
学
を
為
す
目
的
に
し
て
直
ち
に
就
職
あ
り
ゃ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
「
（
渡
米
後
－
立
川
）
高
等
学
校
に
学
資
を
要
せ
ず
し
て
修
学
す
る
こ
と
及
貯
金
後
東
部
の
大
学
に
修
学
す
る
道
如
何
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
「
早
稲
田
校
外
生
無
資
に
し
て
渡
米
し
大
学
に
入
ら
ん
と
す
、
卒
業
生
は
何
を
要
す
る
や
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
「
余
は
無
学
資
に
し
て
渡
米
し
彼
地
の
大
学
を
卒
業
せ
ん
と
す
、
こ
れ
能
う
べ
き
や
否
や
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
「
小
生
は
米
国
に
行
き
ス
ク
ー
ル
ボ
ー
イ
と
な
り
彼
国
の
事
情
を
観
察
し
傍
勉
学
せ
ん
と
す
、
能
う
可
き
や
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
「
生
は
二
二
才
な
る
が
高
商
の
入
学
試
験
に
失
敗
せ
り
、
再
度
同
試
験
に
応
ず
る
と
渡
米
し
て
苦
学
す
る
と
何
れ
か
平
な
る
や
」

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
苦
学
生
の
天
国
論
と
苦
学
生
の
求
め
た
情
報
が
見
事
に
適
合
し
て
い
た
こ
と
は
一
臼
瞭
然
、
い
い
か
え
れ
ば
、

渡
米
論
干
た
ち
が
求
め
ら
れ
て
い
た
情
報
の
カ
ン
ど
こ
ろ
を
う
ま
く
お
さ
え
て
、
渡
米
論
を
展
開
し
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

片
山
潜
が
、
「
今
や
高
等
学
校
の
門
は
閉
じ
ら
れ
、
加
う
る
に
学
資
金
は
乏
し
く
自
活
学
業
を
修
む
る
の
道
な
く
、
去
り
と
て
実
業
に
従
事
す

る
の
資
格
な
く
、
何
ら
考
察
し
て
も
日
本
で
立
身
の
道
開
け
ず
、
故
に
有
為
の
青
年
は
海
外
に
渡
航
し
て
其
一
身
を
立
て
ん
と
企
つ
る
者
其
数

　
　
　
⑲

を
知
ら
ず
」
と
語
っ
て
い
た
よ
う
に
。
松
村
介
石
も
、
成
功
（
修
養
）
訓
と
し
て
典
型
的
な
そ
の
著
『
其
生
涯
の
礎
』
（
成
功
雑
誌
社
明
治
四

一
年
）
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
が
、
苦
学
熱
と
渡
米
熱
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
う
ま
く
い
い
あ
て
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
「
今
日
で
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
青
年
が
自
活
の
運
命
を
発
展
せ
し
め
得
べ
き
や
否
や
は
、
一
つ
に
は
修
学
の
問
題
に
関
係
し
、
終
に

　
　
は
金
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
…
…
而
し
て
其
志
望
を
貫
徹
す
る
や
否
や
は
、
主
と
し
て
学
資
の
一
点
に
帰
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
幸
に

　
　
し
て
貧
家
に
生
ま
れ
、
偉
材
を
有
し
猛
志
を
抱
き
て
、
不
遇
憾
み
を
飲
ん
で
日
を
送
る
者
も
甚
だ
多
い
で
あ
ろ
う
。
是
に
於
て
か
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
渡
米
志
望
老
を
出
だ
し
、
苦
学
生
を
出
す
有
様
と
為
っ
て
居
る
」

　
そ
し
て
、
苦
学
生
向
け
の
渡
米
論
が
魅
力
だ
っ
た
の
は
、
苦
学
が
容
易
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
い
け
ば
立
身
の
武
器
と

な
る
英
語
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
、
洋
行
帰
り
に
な
れ
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
換
起
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
す
で

に
明
治
三
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
帰
り
の
肩
書
は
、
ア
メ
ド
ク
と
蔑
視
さ
れ
、
大
学
の
程
度
も
低
い
と
の
風
評
も
ひ
ろ
が
り
、
学
歴
と
し
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⑳

て
は
あ
ま
り
有
効
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
が
（
し
た
が
っ
て
、
始
め
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
こ
う
と
す
る
者
も

い
た
）
、
ど
ん
な
洋
行
帰
り
で
も
立
身
出
世
と
直
接
結
び
つ
い
た
明
治
初
期
の
残
像
が
尾
を
ひ
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
渡
米
論
の
な
か
で
の

洋
行
帰
り
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
直
接
的
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
在
米
体
験
が
日
本
の
進
歩
（
近
代
化
）
に
役
立
つ
人
材
を
作
る
と
い
う
姿
で
論

じ
ら
れ
て
い
た
。

　
　
「
人
若
し
米
国
に
到
り
其
の
文
明
実
際
の
有
様
を
視
察
し
其
の
空
気
を
呼
吸
し
て
帰
ら
ば
、
一
仙
の
銭
を
得
る
所
な
く
一
個
の
学
芸
技
術

　
　
を
臨
む
る
こ
と
な
く
し
て
徒
手
に
て
帰
る
も
己
に
大
に
得
る
所
あ
り
と
信
ず
、
即
ち
文
明
の
社
会
的
教
育
を
受
け
我
国
進
歩
の
度
を
理
解

　
　
し
現
今
の
日
本
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
之
が
改
良
進
歩
を
熱
心
に
希
望
す
る
に
到
る
べ
し
、
其
の
精
神
上
の
所
得
貴
に
大
な
ら
ず
と
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
や
、
此
の
心
即
ち
我
が
国
を
進
む
る
の
基
で
あ
る
」

　
　
「
寄
翻
す
、
少
壮
の
士
、
公
等
若
し
新
興
国
の
新
人
民
と
し
て
、
其
の
対
手
老
た
る
泰
西
国
民
の
真
相
を
知
り
、
自
か
ら
文
明
の
人
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
り
文
明
の
業
を
行
な
わ
ん
と
欲
せ
ば
、
須
く
去
て
文
明
の
国
に
遊
べ
、
特
に
最
新
文
明
の
米
国
に
遊
べ
」

　
　
「
こ
の
国
（
ア
メ
リ
カ
ー
立
川
）
に
起
臥
す
る
も
の
は
常
に
文
明
の
空
気
を
吸
う
て
そ
の
新
事
物
に
接
し
、
そ
の
新
智
識
を
養
う
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
得
、
こ
れ
実
に
更
に
大
な
る
無
形
の
報
酬
と
い
う
べ
し
」

　
稼
げ
て
学
べ
て
洋
行
帰
り
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
苦
学
と
渡
米
を
結
び
つ
け
た
、
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
何
と
し
て
で
も
立
身

出
世
の
鍵
と
な
る
学
歴
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
っ
た
苦
学
生
の
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
焦
操
感
に
答
え
た
も
の
だ
っ
た
の
で
、
苦
学
生
を
ひ
き
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
稼
げ
て
学
べ
て
洋
行
帰
り
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
と
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
移
民
論
・
殖
民
論
と
し
て
も
ま

た
、
渡
米
論
を
魅
力
的
に
す
る
大
き
な
要
素
と
も
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
苦
学
生
向
け
の
渡
米
論
が
す
く
い
と
っ
て
い
た
の
は
、
あ
る
い
は
す
く
い
と
ろ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
学

歴
社
会
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
日
本
社
会
へ
の
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
や
息
苦
し
さ
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
先
に
引
用
し

た
部
分
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
苦
学
生
向
け
の
渡
米
論
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
を
学
閥
・
門
閥
に
左
右
さ
れ
な
い
独
立
自
活
・
労
働
の
神
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明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

聖
の
実
力
次
第
の
機
会
と
成
功
の
シ
ス
テ
ム
、
力
行
会
の
唱
い
文
句
で
い
え
ば
「
米
国
こ
そ
は
逆
境
者
最
良
の
憤
闘
地
」
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
で
描
き
だ
す
な
か
で
語
ら
れ
、
ま
た
苦
学
希
望
の
渡
米
者
も
、
開
放
的
な
社
会
で
、
学
歴
と
と
も
に
自
由
と
機
会
を
求
め
て
渡
米
し
て
い
っ

た
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
成
功
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
渡
米
熱
を
い
さ
め
た
文
章
と
読
者
の
質
悶

に
よ
く
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
思
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
「
単
に
米
国
に
渡
ら
ば
、
直
に
運
命
の
開
く
る
如
き
、
空
想
を
懐
き
渡
る
は
甚
だ
当
を
得
ざ
る
も
の
な
り
、
宜
し
く
熟
考
あ
れ
」

　
　
「
生
は
本
年
一
八
才
商
業
奉
公
の
身
で
す
が
渡
米
労
働
傍
ら
勉
学
も
し
く
は
貯
蓄
し
て
其
の
財
を
資
本
と
し
て
実
業
に
従
事
し
度
さ
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
で
す
が
、
渡
米
の
方
法
及
び
渡
米
後
就
職
す
る
最
利
益
の
業
等
御
教
へ
下
さ
い
」

　
ま
た
、
中
学
卒
業
後
専
修
学
校
に
入
学
の
か
た
わ
ら
斉
藤
英
学
校
で
勉
強
、
一
九
〇
三
年
一
一
一
才
で
渡
米
、
一
九
四
五
年
シ
ア
ト
ル
日
本
人

会
理
事
と
な
っ
た
原
誠
一
は
、
片
山
潜
の
渡
米
論
を
聞
い
て
「
向
学
心
に
燃
え
、
か
つ
ま
た
、
日
寒
の
よ
う
な
せ
ま
い
国
で
あ
く
せ
く
働
く
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
思
い
切
っ
て
、
広
い
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
方
が
賢
明
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
」
の
が
渡
米
の
動
機
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
児
玉

星
人
の
渡
米
に
際
し
て
、
「
あ
」
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
の
月
今
如
何
ん
、
共
に
舟
を
桑
港
外
に
樟
す
る
の
日
夫
れ
何
れ
そ
や
」
と
書
き
、
そ
の

直
後
の
明
治
三
七
年
三
月
渡
米
し
た
早
稲
田
社
会
学
会
創
立
メ
ン
バ
ー
の
中
沢
二
郎
や
、
そ
の
他
岩
佐
作
太
郎
・
赤
羽
一
・
金
子
喜
一
と
い
っ

た
社
会
批
判
精
神
の
旺
盛
な
も
の
た
ち
の
渡
米
も
、
原
の
よ
う
な
動
機
と
地
続
き
だ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
、
当
時
か
な
り
多
か
っ
た
徴
兵
忌
避

目
的
の
渡
米
者
も
、
こ
こ
に
く
わ
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
中
学
を
四
年
で
中
退
、
一
九
〇
三
年
渡
米
、
邦
字
雑
誌
・
新
聞
記
者
と

し
て
活
躍
、
タ
コ
マ
在
米
日
本
人
会
の
中
核
と
も
な
っ
た
大
塚
漁
夫
は
、
渡
米
の
動
機
を
「
徴
兵
忌
避
が
第
一
の
目
的
で
あ
り
、
第
二
が
遊
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
り
、
第
三
が
学
問
な
り
事
業
な
り
の
僥
倖
的
成
功
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

　
片
山
潜
・
島
貫
兵
大
夫
・
吉
村
大
次
郎
・
山
根
悟
一
ら
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
渡
米
論
者
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た
ち
は
、
い
ま
ま
で
み
た
よ
う
な
、

苦
学
生
の
天
国
．
機
会
と
成
功
の
社
会
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
社
会
の
改
良
進
歩
、
ア
ジ
ア
的
貧
困
か
ら
の
脱
却
と
い
っ
た
自

ら
の
思
想
性
か
ら
く
る
使
命
感
を
も
っ
て
本
気
で
ふ
り
ま
い
た
。
ま
た
、
渡
米
者
の
方
も
、
厳
し
い
渡
航
制
限
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
、
気
軽
に
明
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る
く
渡
米
し
、
渡
米
後
も
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
心
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
れ
、
渡
米
論
者
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
な
ぞ
っ
た
も
の
を
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

送
っ
て
き
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
い
ま
ま
で
み
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
す
で
に
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
明
治
二
〇
年
代
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

け
て
、
か
な
り
の
渡
米
老
を
だ
す
ほ
ど
青
年
の
心
を
と
ら
え
て
い
た
が
、
明
治
三
〇
年
代
半
ば
、
学
歴
社
会
に
息
苦
し
さ
が
青
年
に
実
感
さ
れ

る
と
“
つ
た
、
日
本
の
社
会
の
側
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
う
け
い
れ
る
情
況
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
気
に
そ
の
量
を
増
し
て
、
噴
出
し
た
の

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
い
ま
ま
で
み
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
り
ま
い
た
渡
米
論
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
在
米
体
験
の

持
ち
主
だ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
渡
米
論
者
の
在
米
体
験
と
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
と
を
、
そ
の
ま
ま
一
元
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
ジ
ャ
ッ
プ
・
ス
ケ
ベ
ー
と
い
っ
た
言
葉
に
さ
ら
さ
れ
る
身
一
つ
の
渡
米
者
の
在
米
体
験
は
、
必
ず
や
、
い
ま
ま
で
み
た
よ
う
な
ア
メ
リ

カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
打
ち
消
す
方
向
に
働
く
も
の
と
し
て
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
密
封
し
た
り
棚
上
げ
に
し
た
ま
ま
語
っ
た
の
が
、
ア

メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
・
渡
米
論
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
、
そ
う
な
っ
た
の
か
、
い
や
、
そ
う
し
た
の
か
。
わ
た
し
の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
を
モ
デ
ル
と
し
た
日
本
製
の
ア
メ
リ
カ
、
あ
く
ま
で
も
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
、
日
本
製
の
ア
メ
リ
カ
を
語
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
い

か
え
れ
ば
、
日
本
の
社
会
へ
の
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
や
息
苦
し
さ
を
倒
錯
さ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
を
語
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
ら
の
在

米
体
験
、
「
現
実
の
ア
メ
リ
カ
」
を
、
密
封
し
た
り
棚
上
げ
し
た
も
の
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
大
き
な
問
題
が
孕
ま
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
日
露
戦
争
後
、
渡
米
論
者
の
問
で
は
、
渡
米
論
と
し
て
の
苦
学
生
の
天
国
論
は
後
景
に
し
り
ぞ
い
て
い
き
、
出
稼
ぎ
（
つ
ま
り
は
金
）
や
農

業
殖
民
を
目
的
に
渡
米
し
ろ
、
と
い
っ
た
渡
米
論
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
①
　
国
鷲
一
■
頴
．
囚
営
ヨ
。
暮
7
、
．
§
下
目
翠
』
§
魯
§
§
慧
』
⇒
ミ
賢
㌧
ミ
u
器
偽
　
　
　
　
肉
体
の
上
に
幸
福
を
計
る
を
以
て
目
的
と
な
す
」
と
唱
っ
て
、
明
治
三
三
年
一
月

　
　
§
§
偽
ミ
ー
ミ
。
ミ
い
§
ミ
ミ
合
こ
。
象
ミ
透
』
誉
苫
”
、
Q
凄
く
Φ
邑
芝
9
0
巴
8
ヨ
一
隅
　
　
　
　
設
立
ざ
れ
、
黒
岩
涙
香
・
内
村
鑑
三
・
石
川
安
次
郎
・
木
下
尚
江
・
片
山
潜
・
堺

　
　
℃
お
ω
ω
一
〇
。
。
ポ
℃
℃
．
ミ
Q
。
占
Q
。
↓
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
彦
・
安
部
磯
雄
ら
の
協
力
を
え
な
が
ら
、
苦
学
奨
励
演
説
会
（
月
一
回
）
の
開

　
②
　
苦
学
社
は
、
「
貧
少
年
に
苦
学
の
志
を
起
さ
し
め
其
の
道
に
あ
る
者
の
心
霊
と
　
　
　
　
　
催
や
、
機
閨
誌
『
苦
学
界
』
を
発
行
し
て
い
た
（
『
苦
学
界
』
第
～
四
号
明
治
三
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明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

　
五
年
五
月
一
〇
日
、
『
毎
日
新
開
』
明
治
三
四
年
七
月
一
九
日
、
九
月
ニ
ニ
日
、

　
一
〇
月
一
九
露
、
団
黄
口
．
峯
H
〈
ぎ
臥
9
回
昏
㌔
．
．
§
馬
曾
章
㌧
§
§
旨
誉
謡
慧
｝
浮
嫡
蝋

　
智
鳩
a
塁
ぐ
・
↓
、
δ
轟
ミ
ー
寄
き
ミ
い
§
§
、
a
δ
の
∋
・
ミ
受
ン
脊
謡
、
、
℃
や
一
Q
。
O
み
◎
。
ピ
カ

　
行
会
は
、
押
川
方
義
門
下
の
島
貫
兵
太
夫
に
よ
っ
て
、
明
治
三
三
年
九
月
頃
（
そ

　
の
前
身
は
明
治
一
二
〇
年
一
月
）
設
立
さ
れ
、
「
天
下
有
為
の
盆
学
生
の
晶
性
知
性
の

　
教
育
及
び
其
方
法
」
を
唱
い
、
明
治
三
五
年
二
回
に
わ
た
っ
て
押
川
方
義
．
島
田

　
三
郎
・
松
村
介
石
ら
を
発
起
人
と
す
る
慈
蒋
音
楽
会
を
開
い
た
頃
か
ら
注
口
を
あ

　
び
始
め
、
明
治
三
六
年
二
月
か
ら
は
機
関
誌
『
力
行
』
を
発
行
し
た
（
島
貫
兵
太

　
夫
『
力
行
会
と
は
何
ぞ
や
』
警
醒
社
明
治
四
四
年
七
五
頁
、
『
労
働
世
界
』
第

　
六
五
号
明
治
三
三
年
九
月
一
日
、
『
六
合
雑
誌
』
第
二
六
二
号
明
治
三
五
年
一

　
〇
n
月
一
五
日
、
『
編
刀
行
』
創
刊
藺
写
　
閣
困
治
一
二
山
ハ
倉
†
二
n
月
）
。

③
『
成
功
』
の
綱
醤

④
深
谷
昌
志
『
学
歴
主
義
の
系
譜
』
黎
明
溌
口
房
昭
和
四
四
年
「
第
四
章
公
教

　
育
の
整
備
と
段
階
別
学
歴
主
義
の
形
成
」
、
「
第
五
章
　
中
・
高
等
教
育
の
拡
大
と

　
格
差
の
増
大
」
、
頃
鐸
r
甲
下
説
ぎ
ヨ
O
葺
プ
、
、
、
村
ぎ
腔
燦
－
罫
§
ミ
ヨ
貰
串
ミ
鴨
慧

　
誉
辱
§
§
馬
§
。
鑓
ミ
ー
、
這
趨
象
ヤ
｝
N
ミ
ミ
ミ
晦
ミ
§
冥
㌧
§
起
”
、
讐
」
。
。
N
一
逡
－
伊

　
参
照
。

⑤
　
片
山
の
も
と
に
は
、
『
渡
米
案
内
』
刊
行
前
か
ら
苦
学
生
の
渡
米
希
望
者
が
数
多

　
く
集
ま
り
、
数
十
人
程
度
が
渡
米
し
て
い
っ
た
（
片
山
潜
『
渡
米
案
内
』
労
働
新
聞

　
社
明
治
三
四
年
七
～
八
頁
、
『
労
働
世
界
』
第
八
○
号
明
治
三
四
年
六
［
月
一
日

　
英
文
欄
）
。
戸
張
孤
雁
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
が
（
宮
川
寅
雄
「
片
山
潜
と
戸
張
孤
雁
」

　
『
歴
史
評
論
』
～
〇
二
号
　
昭
和
三
四
年
二
月
）
、
渡
米
協
会
設
立
の
明
治
　
二
五
年

　
以
降
の
『
労
働
世
界
』
（
の
ち
に
『
社
会
主
義
』
）
の
「
渡
米
案
内
欄
」
に
、
毎
号
の

　
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
渡
米
者
の
書
簡
も
、
そ
れ
を
獣
的
に
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る
。

⑥
　
前
掲
島
貫
兵
太
夫
『
力
行
会
と
は
何
ぞ
や
』
六
六
～
一
〇
四
頁
、
『
財
団
法
人
曝

　
本
力
行
会
創
立
五
十
年
史
』
昭
和
二
一
年
　
二
〇
～
五
五
頁
、
『
力
行
』
創
刊
号

　
明
治
三
六
年
二
月
、
稲
壇
真
美
『
兵
役
を
拒
否
し
た
日
本
人
－
灯
台
社
の
戦
時
下

　
抵
抗
』
岩
波
新
書
　
昭
和
四
七
年
　
　
～
二
頁
、
前
掲
伊
藤
～
男
『
北
米
百
年
桜
』

　
二
七
頁
　
六
三
～
五
頁
。
力
行
会
は
、
明
治
三
七
年
八
月
ま
で
に
二
六
〇
名
余

　
（
『
最
近
渡
米
策
』
）
、
明
治
三
八
年
六
月
ま
で
に
三
八
○
雪
余
（
『
実
地
渡
米
晦
）
、

　
明
治
四
一
年
二
月
ま
で
に
二
六
二
五
名
（
『
渡
米
新
報
』
第
六
年
第
三
号
明
治
四

　
一
年
三
月
一
五
臼
）
を
渡
米
さ
せ
た
と
公
称
し
た
。

⑦
苦
学
社
は
、
『
米
国
苦
学
界
近
況
』
な
る
本
の
刊
行
を
予
告
し
て
い
た
（
『
苦
学

　
界
』
第
｝
七
号
　
明
治
三
五
年
七
月
五
日
）
。

⑧
片
山
潜
『
続
渡
米
案
内
隔
渡
米
協
会
明
治
三
五
年
六
六
頁
。

⑨
　
島
貫
兵
太
夫
『
最
近
正
確
渡
米
案
内
大
全
』
中
庸
堂
　
明
治
三
四
年
　
六
七
～

　
入
頁
。

⑩
飯
島
栄
太
郎
『
米
国
渡
航
案
内
』
博
文
館
明
治
三
五
年
＝
二
頁
。

⑪
　
独
行
生
「
米
国
苦
学
実
験
談
」
『
成
功
』
第
二
巻
第
六
号
明
治
三
六
年
九
月
｝

　
○
日
。

⑫
松
囲
洋
右
「
米
墨
西
部
大
学
学
風
」
『
成
功
』
第
四
巻
第
二
号
難
治
三
七
年
四

　
月
一
目
、
多
門
米
国
に
於
け
る
日
本
の
苦
学
生
」
『
成
功
畠
第
四
巻
第
五
号
明
治

　
三
七
年
五
月
一
五
日
。
そ
の
他
「
在
米
国
冒
本
労
働
者
の
職
業
」
『
成
功
』
第
四

　
巻
三
号
　
明
治
王
七
年
四
月
一
五
日
、
「
米
燭
に
於
け
る
本
邦
移
民
の
生
活
」
『
成

　
功
』
策
四
巻
第
四
号
　
明
治
三
七
年
五
月
一
日
。

⑬
『
社
会
主
義
』
第
八
年
第
二
号
明
治
三
七
年
一
月
一
八
日
。

⑭
『
社
会
主
義
』
第
八
年
第
八
号
明
治
三
七
年
六
月
三
日
。

⑯
『
社
会
主
義
』
第
八
年
第
＝
一
号
開
治
三
七
年
一
〇
月
三
日
目

⑯
　
　
『
成
功
直
第
一
二
巻
第
二
号
　
明
払
伯
一
二
六
年
一
二
回
月
一
〇
日
。

⑰
『
成
功
』
第
五
巻
第
四
号
明
治
三
七
年
一
〇
月
一
日
。

⑱
『
成
功
』
第
七
巻
第
二
号
明
治
三
八
年
八
月
一
一
日
。

⑲
前
掲
片
山
潜
『
続
渡
米
案
内
』
五
頁
。

⑳
松
村
介
石
『
真
生
涯
の
礎
』
成
功
雑
誌
社
明
治
四
一
年
九
〇
頁
。

⑳
た
と
え
ば
、
前
掲
三
宅
蛍
嶺
『
大
塊
一
塵
』
『
三
宅
雪
嶺
集
』
近
代
日
本
思
想
大
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系
5
　
所
収
　
一
五
七
頁
、
松
岡
黒
石
「
米
国
に
於
け
る
B
本
の
苦
学
生
」
『
成

　
功
』
第
四
巻
策
五
号
　
明
治
三
七
年
五
月
一
五
日
、
中
沢
二
郎
門
桑
港
よ
り
扁
『
社

　
会
主
義
』
第
八
年
第
＝
一
号
　
明
治
王
七
年
一
〇
湾
羅
臼
、
水
田
鉄
弥
『
欧
米
近

　
時
の
大
勢
』
大
倉
書
燃
　
明
治
鰯
三
年
　
九
〇
頁
。

⑫
　
前
掲
島
貫
兵
太
夫
『
最
近
正
確
渡
米
案
内
大
全
』
一
五
頁
。

⑭
　
出
口
村
大
次
郎
『
北
米
遊
学
案
内
臨
岡
冒
勘
澄
口
店
　
鱗
μ
治
一
一
工
一
年
　
　
二
一
二
百
ハ
。

＠
　
一
柳
松
庵
（
譲
二
）
『
増
訂
渡
米
之
栞
』
明
治
三
七
年
　
＝
一
頁
。

⑳
　
　
『
成
功
』
第
二
巻
第
一
悶
写
　
明
ハ
治
一
二
六
年
四
月
一
〇
日
。

⑳
　
『
成
功
騒
第
九
巻
第
五
号
　
明
治
三
九
年
八
月
一
日
。
ち
な
み
に
こ
れ
へ
の
回

　
答
は
、
努
力
次
第
で
は
成
功
す
る
と
い
っ
た
あ
と
で
、
「
墨
池
の
質
問
者
甚
だ
多

　
し
、
概
し
て
本
誌
に
て
は
同
種
の
事
件
を
煩
記
せ
ざ
る
を
以
て
他
の
同
質
問
者
は

　
野
饗
に
由
り
て
大
体
を
領
し
他
は
嬢
ら
判
ず
べ
し
」
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

＠
　
汕
腿
掲
侃
レ
藤
一
田
刀
『
北
米
百
年
桜
』
山
鵯
七
｝
貝
。

⑳
　
　
『
社
会
主
義
』
第
七
年
三
工
四
号
　
明
治
三
六
年
｝
一
月
一
八
日
、
同
第
八
年

　
第
六
号
　
明
払
掴
三
七
年
四
月
一
二
日

⑳
H
。
三
9
ω
奇
く
舘
峯
δ
（
市
橋
倭
）
、
．
、
》
誉
ま
総
§
牲
ぎ
9
ミ
山
賊
の
ミ
塁
．
、
℃

　
Q
り
け
窪
8
三
ご
三
～
、
興
。
。
一
ξ
準
窃
。
。
6
ω
N
唱
や
。
。
¶
あ
。
。
．
渡
米
協
会
や
『
成
功
』
に

　
も
、
徴
兵
猶
予
に
関
す
る
質
問
が
、
か
な
り
よ
せ
ら
れ
て
い
た
。

⑳
　
伊
藤
一
男
『
続
北
米
百
年
桜
』
日
貿
出
版
社
　
昭
和
四
八
年
　
五
頁
。

⑳
　
た
と
え
ば
、
『
労
働
世
界
』
（
の
ち
に
『
社
会
主
義
』
）
に
、
毎
号
の
よ
う
に
掲
載

　
さ
れ
た
渡
米
者
の
書
簡
。

⑫
　
在
米
日
本
人
会
編
『
在
米
日
本
人
史
』
昭
和
～
五
年
　
三
三
～
四
頁
。
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ア
メ
リ
カ
の
流
行
－
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
マ
ー
デ
ン

　
渡
米
論
者
が
描
き
だ
し
た
機
会
と
成
功
の
社
会
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
単
に
渡
米
論
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

先
に
簡
単
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
明
治
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
露
戦
争
後
に
か
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
成
功
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
大
量
に
ふ
り
ま
か

れ
た
の
で
あ
る
。
質
量
と
も
に
、
成
功
ブ
ー
ム
の
な
か
に
、
渡
米
論
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
っ
た
、
と
い
う
ほ
う
が
適
切
な
ぐ
ら
い
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
成
功
ブ
ー
ム
の
い
わ
ば
火
つ
け
役
と
な
っ
た
の
が
、
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
三
五
年
一
〇
月
発
刊
さ
れ
た
『
成
功
』
（
月
刊

が
原
則
）
だ
っ
た
。
『
成
功
』
は
、
知
識
人
か
ら
は
処
世
術
や
拝
金
宗
を
あ
お
り
た
て
る
も
の
と
批
難
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
積
極
的
・
自
助
的
人
物
の
養
成
を
唱
い
、
青
年
の
爆
発
的
人
気
を
呼
び
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

　
　
　
　
　
①

は
な
か
っ
た
。
い
か
な
る
逆
境
に
あ
っ
て
も
、
立
志
（
学
間
・
富
・
名
声
等
）
遂
行
に
向
っ
て
、
刻
苦
精
励
・
奮
闘
す
れ
ば
、
必
ず
や
立
志
は
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成
功
す
る
と
明
る
く
言
い
続
け
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
修
養
と
世
俗
的
成
功
と
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
功
（
修
養
）
論
の

思
想
性
が
、
ア
メ
ジ
カ
に
求
め
ら
れ
た
部
分
が
大
ぎ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
竹
内
洋
が
い
う
よ
う
に
、
も
し
「
出
世
の
機
会
は
万
人
に

開
放
さ
れ
て
お
り
、
「
勤
倹
努
力
」
だ
け
が
、
「
成
敗
」
の
分
岐
を
決
定
す
る
」
と
い
っ
た
「
出
世
主
義
的
平
等
主
義
」
が
日
本
の
立
身
出
世
思

　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

想
の
特
徴
の
一
つ
で
、
「
道
徳
的
に
重
な
る
こ
と
は
当
然
世
俗
的
利
益
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
の
が
日
本
の
通
俗
道
徳
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ

の
な
か
に
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
換
骨
奪
胎
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
成
功
』
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
成
功
（
修
養
）
論
の
多
く
に
い

え
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
名
が
、
あ
ら
ゆ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
新
聞
・
雑
誌
に
登
場
し
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
『
実
業
之
帝
国
』

（
小
池
靖
一
訳
　
実
業
之
β
本
社
、
他
の
出
版
社
か
ら
の
も
数
種
あ
る
）
、
　
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
『
奮
闘
的
生
活
』
（
成
功
雑
誌
昼
頃
　
成
功
雑
誌
社
　
明
治
三

六
年
）
、
マ
ー
デ
ン
の
一
連
の
著
作
、
た
と
え
ば
『
猛
志
と
成
功
』
（
成
功
雑
誌
社
書
成
功
雑
誌
祉
明
治
三
六
年
）
、
と
い
っ
た
翻
訳
も
の
が
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
『
実
業
之
帝
国
』
は
赤
手
空
拳
か
ら
一
〇
億
円
の
富
豪
と
な
り
金
を
ど
う
使
う
か
を
知
っ
た
理
想
の
実
業
家
の
著
作
と

　
④

し
て
、
『
奮
闘
的
生
活
』
は
ア
メ
リ
カ
の
躍
進
を
生
み
だ
し
た
精
神
、
自
己
実
現
・
奮
闘
主
義
の
真
髄
を
実
践
し
て
い
る
理
想
の
政
治
家
の
著

　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

作
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
伝
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
『
奮
闘
的
生
活
』
は
、
和
辻
哲
郎
・
石
川
啄
木
も
関
心
を
も
っ
て
読
ん
で
い
た
。
　
マ
ー
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ン
も
の
は
、
若
き
日
の
満
川
亀
太
郎
を
励
ま
し
た
よ
う
に
、
逆
境
に
あ
る
膏
年
の
修
養
本
と
し
て
読
ま
れ
た
。
明
治
三
〇
年
代
半
ば
以
降
の
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
マ
ー
デ
ン
の
も
て
は
や
さ
れ
方
は
、
社
会
主
義
者
を
始
め
と
す
る
多
く
の
そ
れ
へ
の
反
発
も
ふ
く
め
て
、
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

i
ム
と
呼
べ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
そ
の
他
、
リ
ン
カ
ー
ン
や
ガ
ー
フ
ィ
ル
ド
が
「
丸
太
小
屋
か
ら
大
統
領
」
と
い
っ
た
苦
学
の
象
徴
と
し
て
、
ロ
ヅ
ク
フ
ェ
ラ
！
や
ヴ
ァ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ー
ビ
ル
ト
が
「
赤
手
空
拳
か
ら
大
富
豪
」
の
自
助
的
人
物
と
し
て
、
そ
し
て
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
実
業
家
は
日
本
の
実
業
家
の
模
範
だ
と
も
強

　
　
　
⑫

調
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
製
の
大
統
領
や
大
富
豪
が
、
日
本
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
っ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
雰
囲
気
の
な
か
で
、
機
会
と

成
功
の
社
会
ア
メ
リ
カ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
流
行
し
、
ア
メ
リ
カ
を
一
層
身
近
な
も
の
に
し
た
。
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こ
う
い
つ
た
事
態
は
、
何
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
明
治
三
〇
年
代
、
「
体
制
秩
序
の
確
立
と
と
も
に
乱
世
型
の
立
身
出
世
の
機
会
は

　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

閉
ざ
さ
れ
」
た
と
ひ
ろ
く
突
感
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
社
会
正
義
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
に
い
れ
る
と
、
成
功
ブ
ー

ム
と
そ
こ
で
の
ア
メ
リ
カ
の
流
行
は
、
渡
米
熱
と
岡
じ
く
、
社
会
へ
の
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
や
患
苦
し
さ
の
倒
錯
し
た
表
現
だ
っ
た
よ
う
に
、
わ

た
し
に
は
思
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
成
功
ブ
ー
ム
と
そ
こ
で
の
ア
メ
リ
カ
の
流
行
、
渡
米
熱
は
、
あ
る
面
に
お
い
て
、
明
治
期
資

本
綱
が
生
み
だ
し
た
い
か
が
わ
し
さ
や
明
る
さ
が
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
わ
た
し
が
い
い
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
動

向
の
裏
面
、
と
い
う
よ
り
表
面
と
い
っ
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
知
識
人
の
問
に
は
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ
を
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

金
宗
の
文
化
的
に
は
見
る
べ
き
も
の
の
な
い
軽
銚
浮
薄
の
国
だ
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
拝
金
宗
の
軽
佛
浮
薄
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
、
そ
の
後
、
西
洋
の
功
利
主
義
の
象
徴
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
屈
辱
感
・
」
劣
等
感
や
反
発
と
錯
綜
し
て
、
反
米
意
識
の
い

っ
て
み
れ
ば
理
論
的
根
拠
と
な
っ
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
こ
と
で
は
な
く
、
拝
金
宗
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
が
流
行
し
た
側
面
を
考

え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
伊
藤
整
が
、
知
識
人
の
間
で
は
「
明
治
の
中
頃
か
ら
後
の
社
会
に
お
い
て
は
何
か
事
業
を
営
む
こ
と
、
そ
し
て
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
る
こ
と
は
悪
を
行
な
う
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、
日
本
で
は
日
陰
に
お
い
や
ら
れ
て
い
た
拝
金
宗
を
、
ア
メ

リ
カ
の
流
行
は
、
積
極
的
な
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
日
な
た
に
登
場
さ
せ
た
側
面
が
あ
っ
た
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
ブ
ー
ム
は
、
そ
の
心
的
な
表

わ
れ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
拝
金
宗
は
、
直
接
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
個
人
の
自
由
や
不
宣
独
立
の
精
神
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
展
を
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ら
し
た
企
業
的
精
神
の
基
盤
で
あ
る
と
語
っ
た
も
の
か
ら
、
渡
米
論
の
な
か
で
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
、
金
銭
は
労
働
の
報
酬
で
権
利
は
堂
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

主
張
し
ろ
、
金
銭
は
何
ら
賎
し
む
べ
き
も
の
で
な
い
、
と
い
っ
た
労
働
の
神
聖
論
の
形
で
語
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
論
者
た
ち
が
い
い

た
か
っ
た
の
は
、
わ
た
し
の
考
え
で
は
、
金
が
な
く
て
は
生
活
が
で
き
な
い
、
金
の
た
め
な
ら
人
の
こ
と
な
ど
構
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
と
い
っ

た
生
活
思
想
や
資
本
制
の
ジ
ア
リ
ズ
ム
を
、
知
識
人
の
よ
う
に
、
社
会
の
不
正
・
堕
落
の
根
源
と
み
な
し
て
、
嘆
い
た
り
嘲
笑
し
た
り
し
て
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

じ
こ
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
拝
金
宗
こ
そ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
盤
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
片
山
潜
が
、
そ
の
例
証
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
島
貫
兵
大
夫
の
「
肉
と
霊
と
を
共
に
救
う
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
人
間
の

88　（400）
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⑳

救
い
は
全
か
ら
ず
、
人
間
は
幽
霊
に
あ
ら
ず
」
と
い
っ
た
霊
肉
救
済
論
や
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
渡
米
論
は
、
そ
こ
ま
で
あ
と
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　
　
　
「
金
を
得
る
事
に
専
心
つ
と
め
る
、
何
で
も
出
来
る
事
に
手
を
つ
け
る
、
之
が
今
の
逆
境
者
が
順
境
に
向
う
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
今
の

　
　
世
紀
は
こ
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
余
は
迂
遠
な
る
文
字
を
弄
す
る
事
を
止
め
、
此
所
に
受
光
に
云
わ
ん
、
よ
り
多
く
の
金
を
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
や
か
に
得
る
方
法
は
渡
米
す
る
よ
り
賢
い
方
法
は
な
い
、
金
を
得
る
に
は
渡
米
す
る
の
が
最
も
捷
径
で
あ
る
と
」

　
明
治
資
本
制
が
生
み
だ
し
た
拝
余
宗
の
浸
透
と
い
っ
た
情
況
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
、
成
功
ブ
ー
ム
と
そ
こ
で
の
ア
メ
リ
カ
の
流
行
、
渡
米

熱
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
た
い
と
思
う
。

①
　
成
功
ブ
ー
ム
に
関
し
て
は
、
竹
内
洋
「
日
露
戦
争
前
後
の
成
功
ブ
ー
ム
と
そ
の

　
変
容
i
雑
誌
『
成
功
』
（
一
九
〇
二
～
一
九
一
五
年
）
に
み
る
一
」
『
日
本
人
の
出

　
世
観
』
解
文
社
昭
和
五
三
年
｝
〇
六
～
一
三
三
頁
　
が
詳
し
い
。

②
　
前
掲
竹
内
洋
『
艮
本
人
の
出
世
観
』
四
二
頁
。

③
同
右
＝
一
〇
頁
。

④
『
実
業
之
帝
国
』
（
実
業
之
日
本
社
版
）
の
広
告
文
（
『
成
功
』
第
一
巻
第
四
号

　
明
治
三
六
年
一
月
一
日
所
収
）

　
「
赤
手
以
て
十
億
円
の
富
を
作
り
鋼
鉄
大
王
と
し
て
雷
名
を
世
界
に
轟
か
せ
る
米

　
国
の
窟
豪
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
は
自
己
の
経
験
に
解
し
て
成
功
の
秘
訣
致
窟
の
要
道
を

　
説
き
且
つ
満
天
下
の
青
年
と
窟
豪
と
に
向
て
総
代
の
警
告
を
与
え
た
る
を
本
書
と

　
為
す
」

　
吉
田
佐
吉
・
柴
原
亀
二
共
訳
『
実
業
之
帝
国
』
文
武
堂
　
明
治
三
五
年
の
広
告
文

　
（
『
成
功
』
第
一
巻
第
五
口
写
　
明
治
一
二
』
ハ
年
二
月
二
〇
日
）

　
「
カ
ー
ネ
ギ
…
は
当
代
の
巨
人
な
り
赤
手
に
し
て
財
界
の
覇
王
と
な
り
而
し
て
蓄

　
財
を
散
々
尽
し
て
公
共
の
為
に
備
う
る
を
以
て
富
者
の
責
任
な
り
と
認
め
、
欝
ら

　
其
財
を
悉
く
墜
ち
て
大
学
図
書
館
等
に
寄
与
し
て
其
主
張
を
遂
ぐ
る
に
笈
々
乎
た

　
り
」

⑤
　
『
奮
闘
的
生
活
』
の
広
告
文
（
『
成
功
』
第
三
巻
第
三
号
　
明
治
三
八
年
九
月
一

　
日
所
収
）

　
「
労
れ
現
世
丈
夫
中
の
丈
夫
、
大
統
領
ル
…
ズ
ベ
ル
ト
氏
が
其
世
界
を
達
観
す
る

　
の
眼
識
を
以
て
橡
大
の
筆
を
揮
ひ
し
物
、
二
十
世
紀
の
潮
流
に
聡
し
て
、
当
代
に

　
処
せ
ん
と
す
る
者
は
、
正
し
て
如
何
な
る
人
生
観
を
懐
き
、
如
何
な
る
生
活
を
営

　
む
べ
き
乎
に
就
き
説
く
こ
と
精
細
、
無
慮
十
数
万
言
の
大
著
述
な
り
」

　
　
ま
た
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
『
亜
米
利
加
魂
』
（
成
功
雑
誌
毒
筆
　
成
功
【
雑
誌
社

　
明
治
三
八
年
）
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
広
苦
悩
（
『
成
功
瞼
第
七
巻
第
三
号
明
三
八
年

　
九
月
一
日
所
収
）
も
参
照
。

　
「
野
中
の
大
要
は
風
合
世
界
の
富
国
と
し
て
園
益
々
隆
盛
な
る
藪
米
利
加
合
衆
国

　
は
如
何
な
る
精
神
に
基
き
、
如
何
な
る
主
義
を
奉
じ
て
斯
の
如
き
の
大
勃
興
を
来

　
す
に
至
り
し
乎
、
又
将
来
は
如
何
な
る
方
針
に
因
り
益
々
岡
運
の
発
展
を
計
ら
ざ

　
る
べ
か
ら
ざ
る
乎
、
膨
脹
的
国
民
富
強
の
国
民
に
必
要
な
る
要
素
如
何
、
今
後
の

　
脊
年
者
は
正
に
如
何
な
る
精
神
を
有
し
、
如
何
に
し
て
世
に
処
す
べ
き
乎
、
等
に

　
就
き
、
熱
烈
、
火
の
如
き
現
大
統
領
一
流
の
筆
鋒
を
以
て
叙
述
し
あ
り
、
誠
に
現

　
代
に
於
る
我
国
罵
の
　
読
す
べ
き
好
嫌
な
り
」

⑥
和
辻
哲
郎
「
科
学
的
価
値
に
対
す
る
疑
問
」
『
民
族
学
研
究
恥
特
集
ル
ー
ス
・
ベ

　
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』
籠
二
四
巻
第
四
号
昭
和
二
四
年
、
「
石
川
啄
木
俳
東

　
圭
一
郎
宛
明
治
三
七
年
八
月
三
日
付
書
簡
」
『
啄
木
全
集
』
第
七
巻
　
筑
摩
書
房
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昭
和
四
コ
ニ
年
　
六
七
百
ハ
。

⑦
満
用
亀
太
郎
『
乱
撃
干
渉
以
後
』
平
凡
社
昭
和
一
〇
年
復
刻
版
伝
統
と

　
現
代
社
　
昭
和
五
二
年
五
四
～
五
頁
。

⑧
『
猛
志
と
成
功
』
の
広
告
文
（
『
成
功
』
第
三
巻
第
三
号
明
治
三
六
年
＝
一
月

　
一
〇
日
所
収
）

　
「
本
書
は
欧
米
自
助
的
青
年
崇
拝
の
中
心
た
る
、
マ
ー
デ
ン
氏
が
著
せ
る
、
成
功

　
に
関
す
る
六
小
品
中
の
一
な
り
、
複
雑
極
る
今
日
の
社
会
に
は
、
如
何
な
る
猛
心

　
を
以
て
事
に
当
る
べ
き
乎
、
如
何
に
し
て
人
生
の
激
闘
に
勝
つ
べ
き
乎
、
之
に
応

　
ず
べ
き
精
神
修
養
法
を
説
く
、
最
も
精
細
、
誠
に
現
世
紀
に
呼
吸
す
る
者
の
一
日

　
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
良
書
と
言
う
べ
き
也
」

⑨
日
本
に
お
け
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
と
マ
ー
デ
ン
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
団
9
二
．

　
犀
固
（
一
p
旨
g
夢
、
、
、
§
馬
即
緊
」
§
§
さ
隷
§
§
ミ
斎
特
§
笥
馬
§
。
鑓
ミ

　
物
§
嵩
ω
§
～
ミ
鼠
ざ
⑦
笥
N
轟
曙
』
§
3
”
、
℃
や
H
胡
Q
Q
占
0
9
℃
や
N
Φ
国
－
旨
H
。
が
詳
し

　
い
。
三
宅
雪
嶺
は
、
そ
の
著
『
明
治
思
想
小
史
』
（
大
正
二
年
）
の
な
か
で
、
ル

　
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
マ
ー
デ
ン
の
人
気
に
ふ
れ
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
「
近
来
の
豪
傑
と

　
し
て
入
の
耳
目
に
映
ず
る
だ
け
何
等
議
論
の
言
ふ
べ
き
も
の
な
い
に
し
て
も
人
の

　
意
を
強
く
す
る
所
が
あ
る
が
、
其
の
上
奮
闘
生
活
を
説
き
、
自
ら
東
奔
西
走
し
て

　
之
を
事
業
に
示
し
て
居
る
、
新
開
上
の
電
報
の
み
で
可
な
り
に
人
を
か
ぶ
れ
ざ
し

　
た
。
新
興
国
の
北
米
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
競
争
の
激
烈
な
る
今
の
世
界

　
で
は
何
人
も
斯
く
あ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
と
て
、
其
の
突
飛
な
る
運
動
に
萱
成
せ
ぬ

　
に
し
て
も
何
処
と
な
く
面
白
味
を
感
じ
て
居
る
」
と
書
き
、
マ
ー
デ
ソ
は
「
青
年

　
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
た
る
こ
と
を
教
え
た
よ
う
な
所
が
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
（
『
三

　
宅
雪
嶺
集
』
近
代
日
本
思
想
大
系
5
　
筑
摩
書
房
　
昭
稲
五
〇
年
配
収
　
二
三

　
二
百
ハ
）
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
日
露
戦
争
晶
凹
型
、
「
実
に
渠
は
、
至
誠
の
入
で
あ
る
。

　
…
…
渠
は
又
質
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
純
潔
と
、
リ
ン
コ
ル
ン
の
温
雅
と
を
併
せ
保

　
て
居
る
も
の
で
…
…
」
（
小
塚
空
谷
「
西
半
球
政
界
の
偉
傑
ル
ウ
ズ
ベ
ル
ト
」
『
成

　
功
』
第
一
巻
第
四
号
明
治
三
六
年
一
月
一
日
）
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ

　
て
い
た
。

⑩
た
と
え
ば
、
「
米
国
大
統
領
リ
ン
コ
ル
ソ
の
生
家
に
題
す
」
『
成
功
隔
第
一
巻
第

　
｝
号
　
腸
三
五
年
⊥
○
月
一
〇
臼
、
高
田
大
観
「
大
統
領
雅
比
爾
士
の
生
涯
一
個

　
の
田
舎
漢
奮
励
人
語
の
最
高
位
に
登
る
」
『
成
功
』
第
二
巻
第
四
号
明
治
三
六
年

　
七
月
～
○
臼
。

⑪
　
た
と
え
ば
、
「
一
億
五
千
万
円
の
大
窩
豪
（
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
の
一
生
）
」
『
成

　
功
』
第
一
巻
第
一
号
　
明
治
三
五
年
一
〇
月
一
〇
日
、
安
孫
子
貞
次
郎
「
世
界
石

　
夷
蔓
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
臨
一
4
年
時
代
」
『
成
功
』
第
一
巻
第
三
号
明
治
三
五
年
一
二

　
月
一
〇
日
。

⑫
他
な
ら
ぬ
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
…
・
ヴ
ァ
ン
ダ
…
ビ
ル
ト
が
、
そ
の

　
よ
う
な
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
他
、
高
田

　
大
観
「
米
国
鉄
道
王
ヒ
ル
成
功
諌
　
一
小
波
止
場
人
夫
志
を
立
て
㌧
鉄
道
王
と
為

　
る
」
『
成
功
』
第
五
巻
第
一
号
　
明
治
三
七
年
七
月
一
隻
。

⑬
　
見
田
宗
介
「
「
立
身
出
世
主
義
」
の
構
造
」
『
現
代
日
本
の
心
情
と
論
理
』
筑
摩

　
業
務
昭
和
四
六
年
　
一
九
一
頁
。

⑭
　
飛
鳥
井
雅
道
「
初
期
社
会
主
義
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
1
7
』
近
代
4
昭
和
五

　
～
年
。

⑮
　
周
知
の
内
村
鑑
三
が
排
撃
し
た
マ
モ
ニ
ズ
ム
の
ア
メ
リ
カ
、
と
い
う
こ
と
で
あ

　
る
。
そ
の
他
、
た
と
え
ば
、
幸
徳
秋
水
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
像
で
あ
る
（
「
排

　
流
行
論
」
『
日
米
』
明
治
三
九
年
四
月
一
五
日
『
幸
徳
秋
水
全
集
』
第
六
巻
　
明
治

　
文
献
　
昭
和
四
三
年
　
所
収
　
七
九
頁
）
。

　
「
吾
人
は
米
国
の
富
の
益
々
大
な
る
を
知
る
。
…
…
新
し
是
れ
唯
だ
国
大
に
、
地

　
広
く
、
自
然
の
富
源
の
豊
な
る
を
以
て
の
故
の
み
、
物
質
的
発
達
の
上
に
於
て
の

　
み
、
若
夫
れ
精
神
的
思
想
的
に
、
偉
大
な
る
人
物
事
業
を
生
ぜ
ん
に
は
、
米
屡
は

　
余
り
に
躁
進
也
、
軽
俘
也
、
流
行
を
麓
う
を
過
ぐ
る
を
見
る
也
」

⑯
　
伊
藤
整
『
近
代
日
本
人
の
発
想
の
諸
形
式
』
岩
波
文
庫
版
　
昭
和
五
六
年
　
六

　
＝
貝
。
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⑰
た
と
え
ば
大
原
祥
一
「
米
国
の
学
風
」
『
渡
米
雑
誌
』
第
九
巻
第
四
号
闘
治
三

　
八
年
四
月
、
梅
田
又
次
郎
「
米
岡
の
家
庭
」
『
活
動
之
日
本
』
第
四
巻
第
一
号
明

　
治
三
九
年
一
〇
月
一
五
日
、
秋
山
　
生
「
現
代
亜
米
利
加
魂
」
『
亜
米
利
加
』
第

　
一
一
年
第
一
一
閏
写
　
明
治
四
〇
年
一
一
月
～
日
、
記
者
「
ヤ
ソ
キ
…
の
本
領
」
『
亜

　
米
利
加
』
第
．
一
二
年
第
三
号
　
明
治
四
一
年
三
月
｛
臼
、
矢
部
八
重
吉
「
米
国
の

　
家
庭
」
『
耶
一
米
利
加
』
㎞
弟
一
二
年
釜
山
ハ
ロ
写
　
明
門
治
鷺
一
年
山
ハ
月
一
日
。

⑱
た
と
え
ば
、
前
掲
片
山
潜
『
渡
米
案
内
』
三
四
頁
、
前
掲
渡
辺
四
郎
『
海
外
立
身
の

　
手
引
』
一
血
四
頁
、
跳
銅
水
鶴
…
一
二
郎
『
米
国
労
働
価
一
覧
』
明
治
　
二
｝
血
律
†
二
｛
ハ
一
一
～
ゴ
一
百
ハ
。

⑲
た
と
え
ば
、
白
柳
秀
湖
「
現
代
の
青
年
」
e
『
社
会
主
義
』
第
八
年
第
一
号

　
明
治
三
七
年
一
月
三
日
置
堺
利
彦
「
大
金
も
う
け
の
秘
訣
」
『
平
民
新
聞
』
第
四
九

　
号
　
明
治
三
七
年
一
〇
月
｝
六
臼
。

⑳
立
蛸
健
治
「
片
山
潜
」
『
史
林
』
六
六
巻
二
号
昭
和
五
八
年
三
月
。

⑳
　
　
「
静
思
活
動
」
『
渡
米
新
報
』
第
七
巻
第
二
号
　
明
治
四
二
年
二
月
一
五
日
。

⑫
　
島
貫
兵
大
夫
『
新
苦
学
法
』
警
醒
社
書
店
　
明
治
四
四
年
　
二
三
頁
。

4

移
民
論
・
殖
民
論
と
し
て
の
渡
米
論
－
金
の
な
る
木
の
あ
る
国
・
新
日
本
の
建
設

明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

　
明
治
三
〇
年
代
の
渡
米
論
は
、
ア
メ
リ
カ
を
人
口
問
題
を
始
め
と
す
る
社
会
的
・
経
済
的
問
題
を
解
決
す
る
最
適
の
地
と
描
き
だ
す
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
き
た
。
つ
ま
り
、
渡
米
論
は
移
民
論
・
殖
民
論
と
し
て
も
あ
っ
た
。
し
か
も
、
当
時
は
、
そ
の
他
中
南
米
・
満
州
・
朝
鮮
・
樺
太
・
南
洋
と

い
っ
た
地
域
を
対
象
と
し
た
も
の
の
な
か
に
あ
っ
て
、
最
も
現
実
感
が
あ
り
か
つ
群
を
抜
い
た
人
気
を
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
実
感
と

人
気
を
支
え
て
い
た
の
は
何
か
。

　
そ
れ
は
、
手
取
り
早
く
稼
げ
る
出
稼
ぎ
の
地
、
出
稼
ぎ
は
ア
メ
リ
カ
に
限
る
、
金
の
な
る
木
の
あ
る
国
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
も
そ
れ
な
り
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
が
、
一
気
に
そ
の
度
を
増
し
た
の
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
入
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
西
部
で
の
鉄
道
や
製
材
業
、
そ
し
て
農
業
で
の
日
本
人
出
稼
ぎ
の
需
要
増
大
と
い
う
現
実
的
基
盤
が
、
一
段
と
拡
大
し
た
か
ら

　
　
②

だ
っ
た
。
渡
米
論
は
、
金
儲
け
の
ハ
ウ
ツ
…
も
の
に
共
通
す
る
よ
う
に
、
金
儲
け
に
は
刻
苦
精
励
・
忍
耐
・
奮
闘
・
努
力
が
必
要
と
書
き
こ
ん

で
は
い
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
、
「
賃
金
は
日
本
の
十
倍
」
と
い
っ
た
も
の
を
、
ふ
り
ま
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
労
働
営
利
を
図
的
と
し
て
来
る
人
に
対
し
て
は
、
合
衆
国
は
世
界
第
一
の
宝
庫
な
る
こ
と
を
紹
介
す
べ
し
。
…
…
赤
手
空
拳
奨
励
大
に

　
　
為
さ
ん
と
す
る
大
志
を
有
し
、
不
屈
不
挽
の
忍
耐
あ
る
健
児
は
速
や
か
に
米
に
渡
れ
、
米
の
天
地
は
自
然
の
金
庫
な
り
、
其
門
扉
は
諸
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
の
来
り
て
開
く
に
委
し
あ
り
」
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「
米
国
は
労
働
賃
金
の
高
価
な
る
こ
と
日
本
に
比
較
す
れ
ば
殆
ん
ど
十
倍
余
に
当
る
が
ゆ
え
に
先
づ
日
本
人
に
適
当
せ
る
働
き
に
就
て
其

　
　
給
金
を
貯
蓄
し
た
後
何
れ
か
自
分
に
相
応
せ
し
事
業
を
始
め
る
を
金
儲
け
の
上
策
と
す
、
尤
も
成
否
遅
速
は
其
人
々
の
忍
耐
勤
勉
の
如
何

　
　
　
　
　
　
④

　
　
に
因
る
な
り
」

　
　
「
北
米
は
確
か
に
空
拳
赤
手
の
徒
の
行
く
べ
き
処
で
、
三
年
も
死
ん
だ
気
に
な
っ
て
働
け
ば
労
働
し
て
い
て
も
千
や
二
千
の
金
を
持
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
帰
ら
れ
る
、
夫
れ
だ
か
ら
、
帰
っ
て
来
た
者
等
は
、
無
暗
に
札
ビ
ラ
を
切
る
の
だ
」

　
　
「
野
暮
な
話
だ
が
日
本
円
に
換
算
す
る
と
四
十
門
以
上
で
あ
る
。
四
十
円
の
月
給
取
と
な
る
と
日
本
で
は
大
し
た
も
の
。
然
る
に
米
国
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
は
此
ハ
ウ
ス
ウ
ォ
ー
ク
を
以
て
、
語
に
通
ぜ
ぬ
労
働
者
の
市
内
労
働
中
最
も
給
金
の
少
な
い
も
の
と
極
め
て
居
る
の
だ
」

　
こ
う
い
つ
た
イ
メ
ー
ジ
の
強
烈
さ
は
、
当
時
の
移
民
論
・
殖
民
論
全
般
に
も
反
映
し
、
「
未
開
国
は
有
資
者
の
活
動
舞
台
」
・
「
文
明
国
は
無

　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

資
者
の
活
動
舞
台
」
と
い
っ
た
認
識
は
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
し
、
ま
た
、
移
民
と
い
え
ば
、
「
白
暫
優
等
の
文
明
国
に
向
」
う
と
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ず
第
一
に
連
想
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
こ
う
い
つ
た
イ
メ
ー
ジ
が
現
実
感
を
と
も
な
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
、
出
稼
ぎ
の
海
外
送
金
は
外

資
導
入
の
捷
径
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
日
本
の
貧
し
さ
が
ア
メ
リ
カ
文
明
の
豊
か
さ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
、
と
い
っ
た
発
想
の
国
富
策
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
、
容
易
に
か
ぶ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
金
の
な
る
木
の
あ
る
国
へ
の
出
稼
ぎ
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
あ
た
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
渡
米
論
者
の
多
く
が
社
会
問
題
に
強
く
関
心
を
も
つ
も
の
か
実
際
に
運
動
家
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
に
い
れ
て
、
よ
く
い
え
ば
、
そ
こ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

渡
米
論
者
の
日
本
の
貧
し
さ
と
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
出
稼
ぎ
へ
の
痛
切
な
思
い
が
、
反
映
し
て
い
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。
こ
の
出
稼
ぎ
論
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
殖
民
論
を
同
一
線
上
に
結
び
つ
け
て
論
じ
た
の
が
、
渡
米
論
の
イ
デ
オ
門
衛
ー
だ
っ
た
。

　
　
「
（
出
稼
ぎ
で
も
著
し
い
経
済
的
貢
献
を
し
て
い
る
、
ま
し
て
定
住
し
て
…
立
川
）
新
日
本
を
太
平
洋
の
彼
方
に
形
成
す
る
に
至
ら
ば
、
蕾

　
　
に
彼
等
自
公
の
幸
福
の
み
な
ら
ず
、
一
朝
国
家
事
有
る
に
凝
り
て
は
経
済
財
政
の
為
に
有
力
な
る
一
支
柱
た
る
べ
き
こ
と
は
彼
等
現
在
の

　
　
傾
向
を
以
て
之
を
推
す
に
必
ず
し
も
空
中
楼
閣
の
説
に
非
る
な
り
、
筍
も
経
世
経
国
の
志
あ
る
者
、
量
此
の
点
に
留
意
せ
ず
し
て
可
な
か

　
　
　
⑫

　
　
ん
や
」
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「
移
民
の
到
る
所
各
自
財
を
得
る
の
傍
ら
新
智
識
を
修
め
つ
Σ
こ
こ
に
い
と
気
楽
な
る
自
由
の
新
故
郷
を
成
す
を
得
、
こ
と
に
そ
の
国
旗

　
　
の
赴
き
た
る
所
は
正
に
穿
れ
国
家
が
膨
脹
し
た
る
も
の
で
一
国
の
勢
力
こ
れ
が
た
め
に
張
り
通
商
貿
易
こ
れ
が
た
め
に
進
み
彼
の
外
資
の

　
　
如
き
は
敢
て
需
め
ず
に
自
ら
流
れ
来
る
の
み
か
、
こ
れ
と
国
立
に
本
国
に
残
れ
る
国
民
も
た
め
に
各
々
其
所
に
安
ん
じ
て
裕
に
生
活
の
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
を
享
く
る
こ
と
を
得
、
是
に
於
て
か
一
国
繁
栄
の
基
礎
は
い
よ
い
よ
安
全
輩
固
た
る
べ
き
は
…
…
」

　
こ
の
渡
米
論
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
現
実
感
を
支
え
る
う
え
で
、
も
う
一
つ
欠
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
沃
野
千
里
の
豊
か
な
大
地
が

日
本
人
の
開
拓
を
ま
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
。

　
　
「
米
国
は
人
口
少
な
く
土
地
広
く
沃
野
千
里
牧
蓄
家
禽
群
を
な
し
肥
田
萬
頃
麦
畑
草
木
園
数
十
里
に
仰
る
と
云
う
景
況
な
り
、
目
下
は
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
ん
ど
開
墾
四
方
に
普
及
し
た
り
と
錐
も
尚
ほ
採
拾
す
べ
き
理
事
多
々
益
々
吾
人
を
し
て
幸
福
の
域
に
進
ま
し
む
る
に
足
る
」

　
　
「
北
米
太
平
洋
岸
殊
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
地
は
気
候
温
和
天
府
潤
沢
真
に
宇
内
福
徳
の
府
と
い
う
も
敢
て
過
言
に
あ
ら
ず
…
…
千
里
の

　
　
沃
野
怪
々
と
し
て
遠
く
地
平
線
に
連
な
り
、
豊
饒
無
比
の
土
壌
耕
す
に
人
無
く
し
て
、
空
し
く
狐
狸
栗
鼠
の
跳
梁
す
る
に
任
せ
、
何
人
か

　
　
来
り
て
之
を
開
発
せ
ん
こ
と
を
待
て
る
の
切
な
る
や
、
其
対
手
の
白
人
た
り
黄
人
た
り
赤
人
た
り
黒
人
た
る
の
別
は
意
と
す
る
所
に
あ
る

　
　
⑮

　
　
ず
」

　
　
「
若
し
躇
躇
馬
下
を
事
と
せ
ば
米
国
天
与
の
宝
庫
は
遂
に
欧
州
国
民
の
た
め
に
先
鞭
を
着
せ
ら
る
Σ
に
至
ら
ん
と
す
、
有
為
の
青
年
須
ら

　
　
く
弾
丸
黒
子
の
小
天
地
を
去
っ
て
自
由
の
棲
処
を
海
外
に
求
め
大
い
に
太
平
洋
の
彼
岸
に
猛
進
す
べ
し
、
縦
令
東
洋
の
セ
ッ
ル
・
ロ
ー
ズ

　
　
た
る
こ
と
能
わ
ざ
る
も
内
地
に
お
い
て
月
給
取
り
に
雄
勝
た
ら
ん
よ
り
は
海
外
に
お
け
る
大
和
民
族
膨
脹
の
先
駆
者
と
な
る
は
男
子
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
大
快
事
に
あ
ら
ず
や
」

　
　
「
白
人
に
し
て
日
本
人
の
移
住
を
拒
絶
す
る
が
如
き
あ
ら
ば
二
十
年
や
三
十
年
の
問
に
太
平
洋
沿
岸
の
天
産
を
充
分
に
利
用
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
出
来
ま
い
。
当
分
日
本
人
に
取
り
て
西
部
米
国
程
善
い
移
住
地
は
な
い
の
で
あ
る
」

　
「
大
和
民
族
が
発
展
す
べ
き
最
良
の
大
陸
な
る
北
米
合
衆
国
」
、
そ
し
て
、
「
大
和
民
族
は
目
米
両
国
の
利
益
の
為
に
盛
ん
に
移
住
せ
ざ
る
べ
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⑱

か
ら
ず
」
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
渡
米
論
者
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
に
参
加
し
て
ア
メ
リ
カ
国
民
と
な
れ
る
、
と

無
邪
気
に
信
じ
て
い
た
、
い
や
信
じ
た
が
っ
て
い
た
か
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。
こ
の
無
邪
気
さ
は
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、

最
終
的
に
は
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
で
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
当
時
に
お
い
て
も
、
日
本
人
、
と
い
う
よ
り
ア
ジ
ア
人
が
、

ア
メ
リ
カ
国
民
た
る
こ
と
を
拒
絶
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
み
よ
う
と
す
れ
ば
、
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
み
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

こ
の
無
邪
気
さ
は
屈
折
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
表
面
上
は
、
そ
の
無
邪
気
さ
の
な
か
で
、
「
駒
馬
を
出
で
て
二
十
年
今
じ
ゃ
テ
キ
サ
ス
大
地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

秋
や
小
鹿
の
鳴
く
こ
ろ
は
黄
金
の
波
が
九
万
附
砿
と
唱
わ
れ
た
テ
キ
サ
ス
米
作
の
数
々
の
計
画
が
立
案
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
多
く
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

片
山
潜
や
轡
村
大
次
郎
ら
渡
米
論
者
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
含
め
て
、
実
行
に
移
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
渡
米
せ
よ
渡
米
せ
よ
太
平
洋
の
彼
岸
に
新

　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

日
本
を
建
設
せ
よ
」
と
い
っ
た
カ
ジ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
殖
民
も
声
高
に
叫
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
臼
露
戦
後
に
な
る
と
、
渡
米
者
（
在
米
日
本
人
）

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
と
す
る
農
業
分
野
へ
の
著
し
い
進
出
を
反
映
し
て
、
労
働
者
時
代
か
ら
独
立
事
業
・
資
本
の
時
代
に
入
っ
た
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

さ
か
ん
に
唱
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
移
民
論
・
殖
民
論
は
、
本
気
で
論
じ
ら
れ
、
現
実
感
を
お
び
て
最
も
人
々
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
た
も
の
だ
っ
た
。

移
民
論
・
殖
民
論
の
系
譜
を
考
え
る
と
き
、
明
治
期
の
渡
米
論
は
欠
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
つ
た
移
民
論
・
殖
民
論
と
し
て
の
渡
米
論
の
現
実
感
を
奪
い
、
つ
い
に
は
引
導
を
渡
し
た
の
が
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
人
移
民
排
斥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

運
動
の
激
化
か
ら
そ
れ
の
外
交
問
題
化
、
そ
し
て
、
明
治
四
一
年
の
紳
士
協
約
に
よ
る
事
実
上
の
渡
米
禁
止
と
い
う
情
況
だ
っ
た
。
こ
こ
で
、

渡
米
論
者
の
間
で
も
、
南
米
移
民
論
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
片
山
潜
も
、
二
大
渡
米
奨
励
・
情
報
雑
誌
『
渡
米
新
報
』
・
『
亜
米
利
加
』

も
、
移
民
論
・
殖
畏
論
の
矛
先
を
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
南
米
へ
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
「
北
米
移
民
は
外
交
手
腕
の
拙
劣
な
る
結
果
一
太
頓
座
を
来
し
今
や
折
角
好
殖
民
地
た
る
根
基
を
据
へ
た
る
北
米
太
平
洋
沿
岸
の
殖
民
事

　
　
業
は
停
滞
の
有
様
と
な
り
新
に
日
本
人
の
入
日
は
我
当
局
の
如
何
な
る
心
配
に
よ
り
し
て
か
不
許
可
と
な
る
に
至
れ
り
、
今
後
我
国
民
は

　
　
他
に
発
展
を
求
め
ざ
る
を
得
ざ
る
運
命
と
な
れ
り
…
…
吾
人
は
我
青
年
が
一
大
決
心
を
以
て
渡
航
し
て
南
米
の
天
地
に
其
活
動
を
試
み
ん
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㊧

　
　
こ
と
を
望
む
」

　
い
や
、
渡
米
論
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
露
戦
争
後
の
南
米
移
民
論
の
台
頭
そ
れ
自
体
が
、
渡
米
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

も
た
ら
さ
れ
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
つ
ぎ
の
言
葉
は
、
そ
れ
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
　
「
北
米
合
衆
国
に
対
し
て
、
労
働
者
の
自
由
渡
航
一
度
禁
止
せ
ら
れ
し
ょ
り
以
来
我
国
に
於
け
る
海
外
渡
航
志
望
者
の
眼
は
、
一
切
南
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
の
天
地
に
向
っ
て
馳
せ
た
り
」

　
だ
が
、
南
米
移
民
論
で
は
、
多
く
の
読
者
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
南
米
移
民
、
も
っ
と
い
え
ば
、
一
般
的
な
移
民
奨
励
・
情
報
雑
誌
へ
の

転
換
を
は
か
っ
た
『
亜
米
利
加
』
・
『
渡
米
新
報
』
は
、
明
治
四
一
年
半
ば
を
す
ぎ
る
頃
か
ら
、
目
に
み
え
て
読
者
が
減
り
始
め
、
『
渡
米
新
報
』

は
翌
明
治
四
二
年
三
月
・
『
粟
利
加
』
は
塁
五
月
・
停
刊
に
追
い
こ
ま
れ
た
か
ら
で
あ
勉
ま
た
・
片
山
が
・
新
た
に
明
治
四
〇
無
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

月
に
発
刊
し
た
『
渡
米
』
も
、
明
治
四
一
年
三
月
ま
で
し
か
発
行
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
成
功
雑
誌
社
か
ら
移
民
・
殖
民
奨
励
雑
誌
と
し

て
、
明
治
四
一
年
五
月
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
殖
民
世
界
』
も
、
五
号
程
度
で
停
刊
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
渡
米
に
結
び
つ
か
な
い
移
民
・
殖

民
奨
励
・
情
報
で
は
、
月
刊
雑
誌
を
継
続
で
き
る
ほ
ど
の
購
読
者
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
代
か
ら
明
治
四
学
年
代
に
か

け
て
は
、
移
民
論
・
殖
民
論
を
多
く
売
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
、
渡
米
論
、
稼
げ
て
学
べ
て
洋
行
帰
り
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
が
、
条
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
2
で
ふ
れ
た
よ
う
な
苦
学
生
タ
イ
プ
の
渡
米
希
望
者
が
、
渡
米
奨
励
本
や
雑
誌
の
読
者

層
だ
っ
た
と
い
え
る
と
思
う
。

　
紳
士
協
約
が
威
力
を
発
揮
し
始
め
た
明
治
四
一
～
二
年
を
境
と
し
て
、
渡
米
奨
励
本
や
雑
誌
が
多
く
の
読
者
を
獲
得
で
き
る
と
い
っ
た
形
で

の
渡
米
熱
は
、
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
稼
げ
て
学
べ
て
洋
行
帰
り
、
機
会
と
成
功
の
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
や
、
外
資
導
入
・
殖
民
地
建
設
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
、

出
稼
ぎ
者
に
と
っ
て
、
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
嫌
悪
・
反
感
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
現
在

の
じ
ゃ
ぱ
ゆ
き
さ
ん
の
よ
う
に
、
し
た
た
か
さ
や
い
か
が
わ
し
さ
を
も
っ
て
、
金
が
稼
げ
る
な
ら
と
渡
米
し
た
だ
ろ
う
。
苦
学
生
の
渡
米
に
し
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て
も
、
単
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
憧
れ
だ
け
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
表
情
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

の
べ
た
移
民
論
・
殖
民
論
や
2
で
ふ
れ
た
苦
学
生
の
天
国
論
も
、
渡
米
論
者
の
い
い
気
な
発
言
だ
っ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。
わ
た
し
は
、
渡

米
論
は
、
い
つ
も
そ
の
趣
き
で
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
と
い
い
き
っ
て
し
ま
っ
て
、
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
う
は
い

っ
て
も
、
こ
の
い
い
気
さ
を
、
物
見
遊
山
の
旅
行
老
の
法
螺
や
自
慢
話
と
い
っ
た
類
い
の
も
の
だ
と
片
ず
け
て
し
ま
え
な
い
何
か
も
、
そ
こ
に

は
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ぎ
で
の
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
い
い
気
さ
の
な
か
に
、
た
え
ず
ア
メ
リ
カ
へ
の
屈
折
し
た
思
い
が
見
え
か
く
れ
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

①
　
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
明
治
一
一
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
渡
米
奨
励
本
、
デ

　
ィ
ス
タ
ネ
ー
ル
原
著
冨
田
源
太
郎
・
大
和
田
爆
撃
訳
『
米
国
行
独
案
内
　
一
名
桑

　
港
鷹
狩
』
丸
屋
善
七
発
行
　
明
治
一
八
年
、
周
遊
散
人
原
著
　
石
田
隈
次
郎
編
揖

　
『
来
れ
日
本
人
　
一
名
桑
港
旅
案
内
』
關
新
堂
　
明
治
二
〇
年
、
武
藤
出
治
『
米

　
国
移
住
論
』
丸
善
霞
舗
　
明
治
二
〇
年
、
禰
醐
無
職
『
起
業
立
志
之
金
門
　
一
名

　
米
行
者
必
携
』
日
新
堂
　
明
治
二
〇
年
等
は
、
そ
も
そ
も
移
民
論
・
同
仁
論
と
し

　
て
登
場
し
た
も
の
だ
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
の
渡
米
論
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
も

　
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

②
　
た
と
え
ば
、
前
掲
在
米
日
本
人
会
編
『
在
米
日
本
人
史
』
五
四
～
八
頁
、
前
掲

　
鶴
谷
寿
『
ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
と
日
本
人
』
三
五
～
八
頁
。
一
柳
松
庵
『
渡
米
之

　
栞
』
明
治
三
四
年
の
よ
う
に
、
渡
米
奨
励
本
の
な
か
に
も
鉄
道
工
夫
の
求
人
広
皆

　
を
掲
載
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

③
　
前
掲
飯
島
栄
太
郎
『
米
国
渡
航
案
内
』
七
頁
。

④
前
掲
渡
辺
四
郎
『
海
外
立
身
の
手
引
』
＝
貝
。

⑤
　
木
村
竹
葉
『
新
渡
米
案
内
』
盛
光
堂
　
明
治
三
八
年
　
　
三
頁
。

⑥
　
ワ
イ
・
エ
ム
生
「
市
内
米
国
労
働
　
其
三
」
『
亜
米
利
加
』
第
一
一
年
第
七
号

　
明
治
四
〇
年
七
月
一
肩
。

⑦
前
掲
木
村
竹
葉
『
新
渡
米
案
内
』
自
序
。

⑧
た
と
え
ば
、
『
成
功
恥
で
は
、
「
余
は
実
業
者
と
し
て
成
功
を
望
む
も
の
な
る
が

　
渡
米
渡
清
渡
韓
の
何
れ
を
選
ぶ
べ
き
や
」
と
い
っ
た
読
者
の
質
問
に
対
し
て
は
、

　
「
米
国
は
労
働
の
賃
金
高
し
清
韓
は
非
常
に
安
し
故
に
無
一
物
な
れ
ば
米
照
に
渡

　
航
す
べ
く
資
本
あ
れ
ば
清
韓
に
渡
航
し
て
農
工
商
の
業
を
企
つ
を
よ
し
と
信
ず
」

　
（
「
記
者
と
読
者
」
第
四
巻
第
五
号
　
明
治
三
七
年
五
月
一
五
日
）
と
い
っ
た
よ
う

　
に
回
答
す
る
の
が
常
だ
っ
た
。

⑨
新
渡
戸
稲
造
序
文
大
河
平
降
光
「
日
本
殖
民
論
』
文
武
堂
明
治
三
八
年

　
四
頁
。

⑩
「
誰
し
も
渡
航
す
る
以
前
に
於
て
は
、
海
外
と
云
え
ば
蹴
ち
に
文
明
繁
華
を
予

　
回
し
、
上
陸
直
ち
に
大
慶
高
楼
軒
を
並
べ
、
車
馬
の
往
来
織
る
が
如
く
、
秩
序
整

　
然
設
備
完
全
た
る
の
如
く
想
見
す
る
者
多
か
ら
ん
も
、
そ
は
大
問
題
な
り
」
（
村
上

　
忠
次
郎
『
有
望
な
る
移
民
地
』
海
外
移
民
通
信
案
内
所
明
治
四
四
年
　
一
三
頁
）

⑬
片
山
潜
・
島
貫
兵
太
夫
・
安
部
磯
雄
・
奥
宮
健
之
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
吉
村

　
大
次
郎
も
か
つ
て
は
大
阪
事
件
で
有
罪
判
決
を
う
け
た
自
由
民
権
運
動
家
、
山
根

　
悟
一
は
國
家
社
会
党
員
で
あ
る
。

⑫
吉
村
大
次
郎
『
渡
米
成
業
の
手
引
』
岡
島
書
店
明
治
三
六
年
二
七
頁
。

⑬
前
掲
一
柳
松
庵
『
増
訂
渡
米
之
栞
』
四
頁
。

⑭
　
前
掲
渡
辺
四
郎
『
海
外
立
身
の
手
引
』
一
一
頁
。
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明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

⑮
前
掲
吉
村
大
次
郎
『
渡
米
成
業
の
手
引
歴
七
頁
。

⑯
　
相
島
勘
次
郎
・
佐
藤
政
治
郎
『
改
訂
渡
米
の
し
る
べ
』
岡
島
書
店
　
明
治
三
六

　
年
　
改
訂
の
序
三
頁
。

⑰
　
安
部
磯
雄
『
北
米
之
新
日
本
』
博
文
館
　
明
治
一
二
八
年
　
三
七
頁
。

⑱
「
渡
米
新
報
を
か
く
改
め
し
理
由
」
『
渡
米
新
報
嵩
置
六
年
第
訂
写
明
治
四
｝

　
年
一
月
一
五
日
。

⑲
　
明
治
四
一
年
頃
、
大
流
行
し
た
と
い
わ
れ
る
農
科
大
学
生
の
歌
競
節
（
『
亜
米

　
利
加
』
第
一
二
年
　
第
一
一
号
　
明
治
四
一
年
一
一
月
一
日
）
。

⑳
　
隅
谷
三
喜
男
『
片
山
潜
』
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
三
五
年
　
一
五
二
～
八
頁
、

　
吉
村
大
次
郎
『
日
本
人
の
新
富
源
　
北
米
テ
キ
サ
ス
州
の
米
作
』
岡
島
書
店
　
明

　
治
三
六
年
、
外
務
省
通
商
局
『
北
米
合
衆
国
テ
キ
サ
ス
州
米
作
調
査
報
告
書
』
明

　
治
照
三
年
、
入
江
寅
次
『
邦
人
海
外
発
展
史
』
上
巻
　
下
田
書
店
　
昭
和
一
一
年

　
復
刻
版
原
欝
房
昭
和
五
六
年
　
四
八
三
～
六
頁
。
『
官
本
外
交
文
書
』
第
三
八

　
巻
第
二
冊
自
明
治
三
八
年
一
月
　
臼
至
明
治
三
八
年
一
二
月
三
一
目
に
は
、
「
明

　
治
三
八
年
三
月
四
日
清
棲
和
歌
山
県
知
事
ヨ
リ
石
井
通
商
局
長
宛
「
テ
キ
サ
ス
」

　
行
農
業
移
民
渡
航
許
可
ノ
範
囲
問
合
ノ
件
」
（
三
四
四
～
五
頁
）
と
い
っ
た
報
告
が

　
数
多
く
み
ら
れ
る
。

⑳
　
北
沢
寅
之
助
・
成
沢
金
兵
衛
『
新
撰
渡
米
案
内
』
博
文
館
　
明
治
三
八
年
の
宣

　
伝
文
（
『
成
功
』
第
八
巻
第
六
号
　
明
治
三
九
年
四
月
二
日
所
収
）

⑫
　
前
掲
安
部
磯
雄
『
北
米
之
新
日
本
』
や
『
亜
米
利
加
』
、
そ
し
て
『
渡
米
新
報
』

　
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

⑱
　
た
と
え
ば
、
吉
田
猛
志
「
加
州
農
園
と
日
本
人
の
欠
乏
」
『
亜
米
利
加
』
第
一
一

　
年
第
一
〇
号
　
明
治
四
〇
年
ム
○
月
～
日
、
竹
崎
犀
壬
口
「
在
米
同
胞
の
成
績
」
『
璽

　
米
利
加
』
第
一
二
年
第
三
号
　
明
治
四
一
年
三
月
一
日
。

⑭
排
斥
運
動
の
激
化
か
ら
紳
士
協
約
ま
で
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
菊
。
σ
q
興

　
一
）
竃
一
〇
一
。
り
㌧
．
、
↓
ミ
、
ミ
ミ
騎
ミ
℃
遷
喬
ミ
偽
馬
、
”
㎏
↓
一
δ
ご
巳
く
㊦
諺
一
ぞ
o
h
O
巴
一
剛
。
導
㌶

　
勺
器
の
ρ
一
㊤
①
N
℃
℃
凸
b
。
登
臨
■
に
詳
し
い
。

⑳
　
片
山
潜
「
南
米
の
来
墾
領
土
」
『
成
功
』
第
＝
巻
第
五
号
明
治
四
〇
年
六
月

　
一
日
。

⑭
　
有
磯
逸
郎
（
横
山
源
之
助
）
『
南
米
渡
航
案
内
』
成
功
雑
誌
社
　
明
治
四
一
年

　
例
言
。
そ
の
飽
、
前
掲
大
河
平
降
光
『
日
本
移
民
論
』
二
七
四
～
八
頁
、
盛
文
社

　
編
輯
画
面
『
海
外
立
身
案
内
』
盛
事
社
　
明
治
四
四
年
　
六
頁
、
で
も
同
様
の
こ

　
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
紳
士
協
約
実
施
後
の
力
行
会
は
、
「
力
行
会
の
如
く
苦
学
生
乃
至
は
中
学
卒
業

　
程
度
の
春
里
を
渡
米
さ
せ
て
い
た
者
は
致
命
的
の
打
撃
を
受
け
る
に
至
っ
た
の
で

　
あ
る
。
青
年
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
来
て
は
伝
道
の
仕
慕
も
出
来
な
く
な
り
、
会

　
の
運
営
も
困
難
に
な
」
る
ほ
ど
窮
状
に
お
い
こ
ま
れ
た
（
前
掲
『
財
団
法
人
日
本

　
力
行
会
創
立
五
十
年
史
』
三
三
頁
）
。

⑳
　
四
月
か
ら
『
日
米
経
済
新
報
』
と
し
て
発
行
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
七
月
～
九
月

　
休
刊
、
一
〇
月
か
ら
『
社
会
新
聞
』
の
な
か
の
「
渡
米
案
内
」
欄
と
な
っ
た
（
第

　
四
八
号
　
明
治
四
一
年
～
○
月
二
〇
日
）
。
そ
の
後
、
実
質
的
に
南
米
案
内
の
趣

　
を
濃
く
し
な
が
ら
、
断
続
的
に
続
い
た
が
、
つ
い
に
、
第
七
二
号
（
明
治
四
三
年

　
一
〇
月
一
五
日
）
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
こ
の
時
期
の
北
米
移
民
論
か
ら
南
米
移

　
民
論
の
転
換
を
象
微
す
る
記
事
で
も
っ
て
、
消
失
し
た
。

　
「
現
時
労
働
者
の
北
米
に
渡
航
す
る
こ
と
は
厳
禁
し
て
あ
る
。
学
校
視
察
員
商
入

　
芸
人
等
は
渡
米
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
労
働
者
で
も
加
那
太
及
南
米
に
は
渡
米
す

　
る
こ
と
が
出
来
る
。
メ
キ
シ
コ
国
も
有
望
で
あ
る
。
南
米
は
ブ
ラ
ジ
ル
及
ア
ル
ゼ

　
ソ
チ
ソ
が
一
番
有
望
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
も
有
墾
で
あ
る
が
我
政
府
は
反
対
ら

　
し
い
。
吾
人
は
続
々
と
有
為
の
青
年
が
南
北
悪
米
に
渡
米
し
て
大
発
展
す
る
こ
と

　
を
望
む
」
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5

渡
米
論
・
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
に
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
も
の
i
日
米
未
来
戦
記
・
ゴ
目
ツ
キ
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こ
こ
ま
で
き
た
な
ら
ば
、
明
治
三
〇
年
代
か
ら
明
治
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
渡
米
論
を
、
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
稼

げ
て
学
べ
て
洋
行
帰
り
、
と
い
っ
た
苦
学
生
の
天
国
論
で
あ
る
。
つ
い
で
、
赤
手
空
拳
か
ら
大
富
豪
・
大
統
領
に
も
な
れ
る
機
会
と
成
功
の
社

会
、
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
外
資
導
入
の
捷
径
・
殖
畏
地
の
建
設
、
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
、
金
の
な
る
木
の
あ
る
国
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
立
志
成
功
は
、
日
本
よ
り
は
る
か
に
可
能
性
が
高
い
、
ア
メ
リ

カ
に
限
る
、
と
い
う
の
も
渡
米
論
が
伝
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
、
渡
米
論
の
な
か
で
の
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド

リ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
渡
米
論
が
人
々
の
関
心
を
ひ
き
、
先
に
み
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
が
流
行
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
親
近
感
や
明
る
く
開
放

的
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
明
治
三
〇
年
代
、
日
本
の
な
か
に
そ
れ
な
り
に
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
の
例
証
と
も
な
ろ
う
。
そ
の

後
の
大
衆
文
化
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
流
入
の
土
壌
が
作
ら
れ
た
と
も
い
え
る
。
後
年
、
高
木
八
尺
に
代
表
さ
れ
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
え
た
ア
メ
リ
カ
が
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
が
、
明
治
後
半
期
の
渡
米
論
が
と
ら
え
た
ア

メ
リ
カ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
渡
米
論
の
背
景
に
は
、
苦
学
生
や
出
稼
ぎ
の
存
在
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
は
も
っ
て
い
た
に
し
ろ
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
画
一
的
な
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ

ー
ジ
を
額
面
通
り
に
う
け
と
っ
て
い
い
の
か
、
そ
う
す
る
と
、
何
か
を
欠
落
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
は
、
ま
だ
残
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
が
こ
こ
で
い
い
た
い
の
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
渡
米
論
者
の

在
米
体
験
を
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
屈
辱
感
や
劣
等
感
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
色
濃
く
反
映
し
た
反
発
を
、
密
封
し
た
り
棚
上
げ
し
た
う
え
で
な
り
た

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
を
露
出
さ
せ
て
く
れ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
日
露
戦
争
後
激
し
さ
を
く
わ
え
た
日
本
人
移
民
排
斥
運
動
や
黄
禍
論
・
日
米
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②

戦
争
論
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
つ
き
だ
さ
れ
て
、
渡
米
論
者
の
手
に
な
る
日
米
未
来
戦
記
物
が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
の
日

米
未
来
戦
記
物
が
、
日
本
の
軍
事
力
や
軽
々
浮
薄
と
み
え
た
時
代
風
潮
へ
の
驚
世
的
意
味
あ
い
で
書
か
れ
た
こ
と
は
、
佐
伯
彰
一
が
指
摘
す
る

　
　
　
　
③

と
こ
ろ
だ
が
、
他
な
ら
ぬ
渡
米
奨
励
・
情
報
雑
誌
『
亜
米
利
加
』
に
掲
載
さ
れ
た
生
田
目
旭
策
（
貞
次
郎
）
の
「
太
平
洋
上
の
双
龍
」
（
第
一
二
年

三
号
～
九
号
明
治
四
一
年
三
月
～
九
月
）
は
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
を
異
に
し
て
い
た
。
建
国
の
精
神
を
忘
れ
、
帝
国
主
義
政
策
を
と
り
、
理
不
尽
に
日

本
人
を
排
斥
・
虐
殺
す
る
、
傲
慢
無
礼
の
ア
メ
リ
カ
を
、
正
義
の
日
本
が
打
っ
て
大
勝
利
を
お
さ
め
、
将
来
の
黄
自
人
種
戦
争
に
備
え
る
と
い

っ
た
筋
立
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者
生
田
目
は
、
日
本
人
移
民
排
斥
運
動
に
つ
い
て
よ
く
調
べ
て
お
り
、
他
の
論
考
か
ら
み
て
、
し
た
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
在
米
体
験
を
も
ち
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
親
在
家
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
「
太
平
洋
上
の
双
龍
扁
は
、
排
斥
運
動
で
、
ア
メ
リ
カ
に
裏
切

ら
れ
傷
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
思
い
か
ら
書
か
れ
た
分
だ
け
、
ア
メ
リ
カ
打
つ
べ
し
が
前
面
に
で
た
の
で
あ
る
。
『
亜
米
利
加
』
は
、
あ
る
ド
イ

ツ
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
評
判
だ
っ
た
日
米
来
来
戦
記
『
．
バ
ン
ザ
イ
』
も
、
抄
訳
で
明
治
四
一
年
一
〇
月
、
い
ち
早
く
紹

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

介
し
た
。
さ
ら
に
『
亜
米
利
加
』
は
、
排
斥
運
動
が
、
日
本
を
劣
等
視
し
た
人
種
偏
見
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
平
等
門
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

開
放
と
い
っ
た
理
念
の
欺
隔
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
ア
メ
リ
カ
は
東
洋
の
覇
者
た
ら
ん
と
帝
国
主
義
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
排
斥
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
日
米
外
交
の
取
引
材
料
と
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
論
稿
も
掲
載
し
た
。
力
行
会
で
も
、
「
日
米
戦
争
の
可
否
」
が
討
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

在
米
日
本
人
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
明
治
四
五
年
ア
メ
リ
カ
で
発
行
さ
れ
た
『
母
国
へ
』
と
い
う
本
で
は
、
ほ
ぼ
全
編
に
わ
た
っ
て
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

入
（
ア
ジ
ア
人
）
移
民
排
斥
へ
の
激
し
い
怒
り
が
前
面
に
打
ち
だ
さ
れ
、
「
世
界
の
日
本
化
」
が
叫
ば
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
が
、
そ
れ
ま
で

は
、
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
屈
辱
感
や
劣
等
感
、
そ
し
て
反
発
が
、
排
斥
運
動
を
機
に
裏
返
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
敵
憶
心
と
な
っ
て
露
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
安
部
事
業
の
『
北
米
之
新
日
本
』
や
、
片
山
潜
の
明
治
四
〇
年
以
降
の
渡
米
論
の
な
か

　
⑫

で
も
、
と
き
お
り
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
打
つ
べ
し
ア
メ
リ
カ
憎
し
と
い
っ
た
反
応
は
、
当
時
と
し
て
は
、
極
論
の
部
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
排
斥
運
動
に
対
す
る
当
惑
や
反
感
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
も
、
排
斥
運
動
が
お
こ
っ
て
い
る
の
は
、
渡
米
老
（
在
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米
日
本
人
）
が
ゴ
ロ
ッ
キ
や
く
い
つ
め
者
だ
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
白
人
の
下
級
労
働
者
と
そ
れ
に
迎
合
す
る
一
部
政
治
家
の
煽
動

に
す
ぎ
な
い
、
と
い
っ
た
論
調
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
白
人
の
下
級
労
働
者
と
一
部
政
治
家
の
煽
動
と
い
う
見
解
は
、
か
な
り
実
情
を
反
映

し
て
い
た
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
渡
米
老
（
在
米
日
本
人
）
が
、
ゴ
ロ
ツ
キ
や
く
い
つ
め
者
だ
か
ら
排
斥
運

動
が
お
こ
っ
た
と
す
る
心
的
機
制
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
日
本
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
出
稼
ぎ
へ
の
視
線
は
冷
た
い
と
い
え
る
が
、
渡
米
者
に
対
し
て
は
一
段
と
冷
た
か
っ
た
。
在
米

外
交
宮
は
、
渡
米
者
が
漸
増
し
始
め
た
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
、
終
始
一
貫
と
し
て
、
渡
米
者
を
「
出
稼
ギ
労
役
シ
白
人
ノ
嫌
悪
ト
国
辱
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

買
フ
ニ
及
プ
芝
敷
ト
奉
車
塵
」
、
と
い
っ
た
類
い
の
イ
メ
ー
ジ
で
報
告
し
つ
づ
け
て
い
た
。
中
国
人
排
斥
運
動
の
歴
史
が
日
本
人
の
う
え
に
ふ

り
か
か
る
こ
と
を
恐
れ
た
と
と
も
に
、
日
本
や
日
本
人
を
生
の
姿
で
さ
ら
す
こ
と
を
恥
だ
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
少
し
で
も
臼
本

人
排
斥
の
動
き
が
あ
れ
ば
、
過
剃
に
反
応
す
る
と
い
っ
た
構
図
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
強
迫
観
念
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
紀

行
と
い
っ
た
類
い
の
も
の
の
な
か
で
も
、
渡
米
者
を
ゴ
ロ
ツ
キ
く
い
つ
め
者
の
無
頼
感
の
あ
つ
ま
り
だ
と
す
る
、
渡
米
受
像
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
登

　
　
　
　
⑮

芳
し
て
い
た
。
す
で
に
明
治
三
〇
年
代
に
は
、
実
体
と
は
関
係
な
し
に
、
渡
米
者
の
イ
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
要
素
が
大
き
い
の
で
あ

る
。
渡
米
論
の
な
か
に
も
当
初
か
ら
ひ
ん
ぱ
ん
に
登
場
し
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
渡
米
老
像
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
門
此
多
数
者
（
労
働
者
）
は
、
大
概
教
育
不
充
分
な
る
人
物
に
し
て
其
服
装
挙
動
総
て
粗
野
な
る
を
常
と
し
、
或
る
者
は
不
体
裁
極
ま
る

　
　
日
本
服
を
纒
い
得
意
然
と
し
て
欧
米
人
の
前
を
潤
座
し
、
甚
し
き
は
衣
裳
を
ま
く
り
上
げ
て
腿
脚
を
露
出
す
る
如
き
夏
季
裸
体
と
な
る
如

　
　
き
全
く
野
蛮
の
随
風
を
演
ず
る
等
の
者
あ
れ
ど
も
、
此
等
は
只
に
自
己
一
身
の
阯
に
止
ら
ず
煮
て
日
本
人
全
体
に
迷
惑
を
及
し
国
家
の
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
辱
と
な
る
の
み
な
ら
ず
米
人
よ
り
ハ
最
下
等
労
働
人
と
見
下
げ
ら
れ
…
…
」

　
こ
こ
に
あ
る
意
識
は
、
在
米
外
交
官
と
同
じ
く
、
欧
米
人
か
ら
み
た
ら
生
の
日
本
人
は
軽
蔑
劣
等
視
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
っ
た
強

迫
観
念
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
渡
米
者
が
ゴ
ロ
ツ
キ
や
く
い
つ
め
者
の
無
頼
感
だ
か
ら
排
斥
運
動
が
お
こ
っ
た
、
し
た
が
っ
て
、
「
文
明
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⑰

的
労
働
者
の
良
風
を
学
べ
ば
今
後
排
斥
の
声
は
聞
か
ざ
る
有
様
と
な
り
資
本
家
の
大
顧
客
に
至
る
は
亦
数
を
疑
う
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

相
応
に
教
育
あ
る
良
民
が
移
民
す
れ
ば
排
斥
を
う
け
な
い
、
と
い
っ
た
発
想
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
二
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

国
民
以
下
の
取
り
扱
い
を
う
け
る
い
わ
れ
は
な
い
と
い
っ
た
屈
折
し
た
意
識
や
、
日
本
の
経
済
力
・
国
力
が
増
せ
ば
排
斥
は
止
む
と
い
っ
た
意

⑳識
も
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ゴ
ロ
ツ
キ
や
く
い
つ
め
者
だ
か
ら
排
斥
を
う
け
た
、
ア
メ
リ
カ
風
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

相
応
に
教
育
あ
る
良
民
を
渡
米
さ
せ
れ
ば
排
斥
を
う
け
な
い
と
い
っ
た
発
想
は
、
日
本
人
へ
示
さ
れ
た
生
理
的
嫌
悪
や
侮
蔑
を
前
に
し
て
、
そ

こ
で
の
屈
辱
感
や
劣
等
感
、
そ
し
て
そ
れ
へ
の
反
発
を
、
渡
米
者
の
質
の
問
題
に
す
る
こ
と
で
、
封
じ
こ
め
た
り
棚
上
げ
し
ょ
う
と
す
る
心
的

機
制
が
働
い
て
い
た
こ
と
の
、
何
よ
り
の
例
証
だ
と
思
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
心
的
機
制
は
、
ア
メ
リ
カ
打
つ
べ
し
ア
メ

リ
カ
憎
し
と
い
っ
た
直
接
的
な
も
の
よ
り
屈
折
し
て
い
た
だ
け
に
、
そ
れ
だ
け
一
層
は
っ
き
り
と
、
先
に
み
た
よ
う
な
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の

イ
メ
ー
ジ
が
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
屈
辱
感
・
劣
等
感
や
反
発
を
密
封
し
た
り
棚
上
げ
し
た
う
え
で
、
形
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
心
的
機
制
が
、
そ
の
後
も
引
き
続
い
た
日
本
人
移
民
排
斥
運
動
と
と
も
に
さ
ら
に
強
く
な
り
、
く
い
つ
め
者
の

ふ
き
だ
ま
り
と
い
っ
た
渡
米
者
（
在
米
日
本
人
）
像
を
一
層
定
着
さ
せ
、
た
と
え
ば
、
商
社
マ
ン
た
ち
が
在
米
日
本
人
を
ロ
ー
カ
ル
の
人
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ん
で
見
下
げ
る
こ
と
に
も
、
つ
な
が
っ
た
と
思
え
る
。

　
日
露
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
激
し
い
日
本
人
移
民
排
斥
運
動
や
黄
禍
論
・
日
米
戦
争
論
の
声
高
な
叫
び
は
、
ア
メ
リ
カ
を
味
方
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

っ
て
く
れ
る
頼
も
し
い
国
と
思
っ
て
い
た
少
年
期
の
木
村
毅
を
悲
し
ま
せ
、
佐
伯
彰
一
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
肉
親
関
係
（
長
幼
叔
姪
一
立
川
）

の
比
喩
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
な
、
素
朴
な
信
頼
、
親
近
感
の
対
象
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
…
…
か
ら
、
一
転
し
て
「
仮
想
敵
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
メ
ー
ジ
」
を
生
じ
さ
せ
、
そ
し
て
ま
た
日
米
間
の
深
刻
な
外
交
案
件
と
も
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
転
換

さ
せ
る
一
大
契
機
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
わ
た
し
が
こ
こ
で
論
じ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
儒
頼
、
親
近
感
の
な
か
に
封
じ
こ
め
ら

れ
て
い
た
り
棚
上
げ
に
さ
れ
て
い
た
、
屈
辱
感
・
劣
等
感
や
反
発
を
露
出
さ
せ
る
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
聞
長
世
は
、
一
九
三
〇
年

代
の
動
向
を
念
頭
に
お
い
て
、
「
ア
メ
リ
カ
の
文
明
に
つ
い
て
理
論
化
を
試
み
よ
う
と
す
る
時
、
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
i
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㊧

ジ
は
非
常
に
し
ば
し
ば
否
定
的
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
が
あ
た
っ
て
い
る
と
す
な
ら
、
理
論
的
に
つ
め
て
い
く
と
、
ア
メ
リ
カ

の
文
明
の
真
髄
と
し
て
、
日
本
で
は
い
わ
ば
密
教
の
、
拝
金
宗
（
功
利
主
義
・
利
己
主
義
）
を
抽
出
し
て
し
ま
う
こ
と
と
と
も
に
、
感
情
的
な

部
分
で
、
こ
こ
で
み
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
へ
の
屈
辱
感
・
劣
等
感
や
反
発
に
い
き
つ
く
こ
と
も
そ
の
要
因
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
わ
た
し
は
、

日
露
戦
争
後
の
日
本
人
移
民
排
斥
運
動
な
ど
に
対
す
る
反
応
の
あ
り
よ
う
は
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
反
日
感
情
が
高
ま
っ
た
と
き
、

日
本
の
側
で
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
反
応
の
原
型
を
、
そ
こ
に
み
せ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
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①
　
吝
〃
藤
真
「
ア
メ
リ
カ
研
…
究
」
『
ア
メ
リ
カ
精
神
」
を
求
め
て
　
一
期
木
八
尺
の
生
涯
』

　
宙
生
旧
知
人
学
出
版
会
　
昭
和
山
嶺
○
年
　
　
一
二
一
一
～
一
ゴ
一
五
｝
貝
。

②
　
日
本
人
移
民
排
斥
運
動
に
関
し
て
は
、
閑
。
α
q
o
『
U
ρ
巳
。
置
、
．
§
馬
、
ミ
ミ
塁
＆

　
㌧
臓
ミ
弐
ミ
題
．
、
℃
や
ト
。
幽
ム
α
．
前
掲
若
槻
泰
雄
『
排
日
の
歴
史
』
五
四
～
九
頁
　
六

　
二
～
八
四
頁
。
黄
禍
論
・
日
米
戦
争
論
に
関
し
て
は
、
橋
川
文
三
『
黄
禍
物
語
』

　
筑
摩
書
房
　
昭
和
五
一
年
　
五
八
～
八
四
頁
、
仮
伯
彰
一
「
仮
想
敵
と
し
て
の
ア

　
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
」
加
藤
秀
俊
・
亀
井
俊
介
編
『
日
本
と
ア
メ
リ
カ
　
相
手
国

　
の
イ
メ
ー
ジ
研
究
臨
日
本
学
術
振
興
会
　
昭
和
五
二
年
置
一
八
五
～
一
九
四
頁
。

③
前
掲
佐
伯
彰
一
「
仮
想
敵
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
」
加
藤
秀
俊
・
亀

　
井
俊
介
編
『
日
本
と
ア
メ
リ
カ
　
相
手
国
の
イ
メ
ー
ジ
研
究
』
一
九
九
頁
。

④
　
た
と
え
ば
、
生
団
目
貞
次
郎
「
米
国
事
情
（
其
一
）
～
（
其
六
）
」
『
亜
米
利
加
』

　
第
一
二
年
第
四
号
～
第
九
号
　
明
治
四
一
年
四
月
一
日
～
九
月
～
日
。

⑤
　
「
日
本
勝
つ
か
米
国
勝
つ
か
（
独
逸
人
の
架
空
小
説
）
」
『
亜
米
利
加
隠
第
一
二

　
年
・
第
一
〇
号
　
明
治
四
一
年
・
　
○
月
一
日
。
こ
の
『
バ
ン
ザ
イ
』
に
つ
い
て
は
、

　
汕
朋
掲
橋
川
文
ゴ
一
『
黄
禍
物
証
開
』
山
ハ
八
～
九
百
ハ
　
♪
］
二
～
一
二
百
ハ
に
血
蒔
及
一
か
あ
る
。
　
た

　
だ
し
、
こ
の
『
亜
米
利
加
』
で
の
紹
介
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

⑥
矢
部
八
重
吉
『
閃
§
σ
q
二
陣
δ
コ
準
。
三
§
耳
払
6
。
唱
鍵
」
『
亜
米
利
加
』
第
二

　
年
一
一
号
～
＝
一
号
　
明
治
四
〇
年
一
一
月
一
日
～
一
二
月
一
日
。

⑦
　
吉
田
東
畑
「
太
平
洋
上
に
於
け
る
亜
米
利
加
の
勢
力
」
『
亜
米
利
加
』
第
一
一
年

　
＝
号
明
治
四
〇
年
＝
月
一
目
。

⑧
　
原
槌
衛
「
日
米
外
交
問
題
」
『
亜
米
利
加
』
第
一
二
年
第
五
号
　
明
治
四
一
年
五

　
月
一
日
。

⑨
　
　
『
渡
米
新
報
』
第
六
巻
第
七
号
　
明
治
四
一
年
七
月
一
五
日
。

⑩
渡
辺
久
克
編
噌
母
国
へ
』
在
米
日
本
人
叢
書
第
一
巻
　
日
の
本
商
会
　
明
治
四

　
五
年
。

⑪
　
前
掲
安
部
磯
雄
『
北
米
之
新
日
本
』
九
三
～
四
頁
。

⑫
た
と
え
ば
、
片
山
潜
「
日
米
問
題
の
終
局
」
「
吾
人
の
策
如
何
」
『
社
会
新
聞
臨

　
第
五
五
号
明
治
四
二
年
五
月
一
五
日
。

⑬
「
明
治
三
三
年
六
月
；
燕
脂
桑
港
天
野
誠
一
ヨ
リ
磁
石
外
務
大
臣
宛
北
米

　
A
側
衆
胤
幽
及
加
那
陀
地
方
へ
労
働
移
民
制
限
二
付
建
自
［
讃
周
」
『
臼
本
外
山
父
文
澄
隠
』
第

　
三
三
巻
自
明
治
三
三
年
一
月
一
巳
至
明
治
三
三
年
一
二
月
三
　
臼
四
五
六
頁
。

⑭
こ
う
い
つ
た
報
告
の
明
治
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
明
治
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
経

　
緯
が
、
そ
の
論
稿
の
本
来
の
主
旨
で
は
な
い
が
、
　
O
o
コ
巴
山
日
興
口
。
譲
㌶
ρ
智
二

　
．
、
9
ミ
恥
鴇
養
ミ
鶏
肉
ミ
竜
N
ミ
ミ
鷺
§
垂
耳
ミ
“
ぎ
誉
ミ
専
ミ
口
恥
恥
§
§
｝
§
賦

　
§
惣
§
鵠
噛
§
ミ
跨
s
鉛
念
1
㎞
、
這
N
門
ミ
馬
な
閏
ミ
ミ
紙
。
四
四
”
、
℃
》
旨
。
勺
器
。
。
ω
〉

　
翼
9
く
く
。
荒
目
ヨ
㊦
ω
O
o
ヨ
℃
雪
《
一
曾
。
。
マ
の
な
か
で
詳
し
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑮
た
と
え
ば
「
「
海
外
日
本
労
働
者
」
『
労
働
世
界
』
第
四
四
号
明
治
三
二
年
九

　
月
一
五
日
、
中
小
路
廉
『
欧
米
巡
遊
雑
記
　
米
国
之
部
』
明
治
三
三
年
　
ニ
ニ
～



　
三
頁
、
渡
辺
四
郎
『
ハ
ワ
イ
ア
メ
リ
カ
出
稼
出
世
の
宝
臨
明
治
三
四
年
六
〇
頁
、

　
吉
村
大
次
郎
『
最
近
視
察
苦
学
生
の
天
国
　
青
年
の
渡
米
』
中
庸
堂
　
明
治
三
五

　
年
九
頁
、
山
村
四
郎
「
米
国
太
平
洋
岸
に
於
け
る
曝
本
人
」
『
社
会
主
義
撫
第
八

　
年
　
第
七
号
　
盟
治
三
七
年
五
月
三
日
等
参
照
。

⑯
前
掲
渡
辺
四
郎
『
海
外
立
身
の
手
引
』
；
貢
。

⑰
奥
宮
健
之
『
北
米
移
民
論
』
明
義
舎
明
治
三
六
年
五
三
～
四
頁
。

⑱
　
松
平
正
直
「
善
良
な
る
移
民
を
作
る
に
は
監
督
局
の
新
設
を
要
す
」
『
商
工
世
界

　
太
平
洋
』
第
五
巻
第
二
三
号
　
明
治
三
九
年
一
一
月
一
五
日
。
こ
う
い
つ
た
発
想

　
は
、
と
り
わ
け
力
行
会
に
み
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
（
た
と
え
ば
、
東
海
（
島
貫
兵

　
太
夫
）
「
渡
米
者
の
三
大
準
備
」
『
渡
米
新
報
』
第
六
巻
第
四
号
　
明
治
四
二
年
四

　
月
…
五
日
、
島
貫
兵
太
夫
『
新
渡
米
法
』
、
博
文
館
、
明
治
四
界
年
　
一
〇
～
一
二

　
頁
）
。

⑲
た
と
え
ば
、
前
掲
奥
宮
健
之
『
北
米
移
民
論
』
四
六
頁
、
前
掲
島
貫
兵
太
夫

　
『
薪
渡
米
法
』
二
｝
山
ハ
｝
貝
。

⑳
た
と
え
ば
、
前
掲
一
柳
松
庵
『
増
訂
渡
栄
之
栞
』
～
＝
頁
。

⑳
　
晶
朋
瞬
掲
伊
藤
一
男
『
挫
就
北
米
｝
日
年
三
』
一
二
一
二
山
千
百
ハ
。

⑫
　
太
Ψ
村
毅
『
明
治
ア
メ
リ
カ
物
語
』
繭
果
京
下
口
籍
　
昭
和
五
謝
一
年
　
一
コ
～
二
頁
。

⑳
　
前
掲
佐
伯
彰
鵡
　
「
仮
想
敵
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
」
加
藤
秀
俊
・
亀

　
井
俊
介
編
『
日
本
と
ア
メ
リ
カ
相
手
国
の
イ
メ
…
ジ
研
究
』
一
九
＝
貝
。

⑭
　
た
と
え
ば
、
入
江
昭
『
日
本
人
の
外
交
』
中
公
新
書
　
昭
和
四
一
年
　
五
六
～

　
七
頁
。

⑳
　
本
間
長
世
「
藤
本
文
化
の
ア
メ
リ
カ
化
」
細
谷
千
博
．
斉
藤
真
幸
『
ワ
シ
ン
ト

　
ン
体
制
と
日
米
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
五
三
年
　
六
二
六
頁
。

明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

6
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
明
治
期
に
お
い
て
、
誰
も
が
、
ま
と
ま
っ
た
外
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
毎
日
外
国
の
こ
と
を
考
え
て
暮
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
条
約
改
正
や
日
清
・
日
露
戦
争
と
い
っ
た
情
況
に
お
い
て
は
、
外
国
が
日
常
生
活
の
な
か
に
入
っ
て
く
る
の
は
う

な
ず
け
る
が
、
そ
う
で
な
い
情
況
で
、
ア
メ
リ
カ
が
流
行
す
る
こ
と
自
体
、
こ
ち
ら
側
に
、
そ
れ
を
求
め
る
よ
ほ
ど
の
自
発
の
契
機
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
、
明
る
く
魅
力
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
そ
う

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
奇
妙
な
風
景
だ
ろ
う
し
、
ど
こ
に
根
拠
が
あ
る
の
か
を
探
り
だ
す
こ
と
は
、
何
が
し
か
、
当
時
の
日
本
の
社
会
情
況
を
照

ら
し
だ
さ
な
い
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
、
日
本
の
社
会
情
況
が
倒
錯
さ
れ
、
そ
し
て
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
屈
辱
感

や
劣
等
感
、
反
発
が
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
一
方
的
に
、
本
論
で
み
た
よ
う
な
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
、
ふ
り
ま
か
れ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
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そ
れ
を
打
ち
消
す
情
報
も
多
く
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
渡
米
者
の
多
く
が
ゴ
ロ
ツ
キ
に
な
り
、
ジ
ャ
ッ
プ
・
ス
ケ
ベ
と
蔑
視
さ
れ

て
日
本
の
恥
を
さ
ら
し
て
い
る
と
か
、
た
と
え
苦
学
が
成
功
し
て
も
ホ
テ
ル
の
通
訳
ぐ
ら
い
が
関
の
山
だ
と
か
、
ア
メ
リ
カ
は
拝
金
宗
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

文
化
的
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
、
と
い
っ
た
も
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
渡
米
論
の
な
か
で
強
調
す
る
も
の
が
あ
る
ほ
ど
い
き
わ
た
っ
て
い
た
。

『
渡
米
新
報
』
・
『
亜
米
利
加
』
は
、
毎
号
の
よ
う
に
、
渡
米
目
的
を
明
確
に
も
た
な
け
れ
ば
堕
落
し
排
斥
を
う
け
る
と
い
っ
た
、
修
養
論
を
強

調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
政
府
の
、
国
の
体
面
を
汚
し
外
交
的
に
も
厄
介
者
と
な
る
と
の
厳
し
い
渡
航
制
限
を
筆
頭
に
、
渡

米
論
は
無
垢
の
青
年
を
あ
お
り
た
て
て
ゴ
ロ
ツ
キ
を
作
り
だ
し
て
い
る
、
「
青
年
よ
、
帝
国
主
義
者
の
口
車
に
乗
り
、
渡
米
奨
励
論
者
の
言
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

欺
か
れ
て
、
米
国
を
世
界
の
楽
土
一
成
功
の
魔
国
な
り
と
誤
信
す
る
こ
と
早
れ
、
米
国
も
亦
資
本
家
の
国
た
る
な
り
」
、
と
い
っ
た
類
い
の
渡
米

反
対
論
も
、
渡
米
熱
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
日
露
戦
争
後
は
、
強
ま
っ
た
。

　
だ
が
、
悲
観
的
な
渡
米
情
報
や
だ
ま
さ
れ
る
な
と
い
っ
た
類
い
の
渡
米
反
対
論
は
、
渡
米
熱
を
外
か
ら
の
煽
動
、
誰
か
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た

も
の
だ
、
と
考
え
て
い
た
点
で
的
は
ず
れ
で
あ
っ
た
。
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
が
幻
想
を
ふ
り
ま
い
て
い
た
の
で
な
く
、
日
本
の
社

会
情
況
が
そ
の
幻
想
を
生
み
だ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
社
会
情
況
に
ふ
る
い
を
か

け
ら
れ
て
、
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
後
半
期
の
渡
米
熱
を
み
る
と
、
結
局
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ぶ
れ
の
オ
メ

デ
タ
イ
風
潮
だ
っ
た
か
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
い
い
気
な
考
え
や
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
野
心
を
、
あ
る
い
は
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
苦
学
生
や

出
稼
ぎ
の
表
惰
を
、
社
会
主
義
者
や
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
表
情
を
、
つ
い
で
に
渡
米
熱
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
商
売
気
を
も
、
渡
米
熱
の
動
向

か
ら
は
読
み
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
オ
メ
デ
タ
サ
も
、
日
本
で
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
　
「
労
働
で
は
最
も
ハ
ー
ド
な
大
根
の
マ
ビ
キ
で
中
々
に
骨
折
れ
申
候
、
腰
の
痛
み
手
の
疲
れ
る
事
二
三
日
は
大
弱
り
に
な
り
て
困
り
し
も

　
　
最
今
昨
今
は
慣
れ
て
参
り
ま
し
て
左
様
の
苦
痛
を
憶
え
ず
一
行
中
会
員
（
力
行
会
員
－
立
川
）
で
明
石
順
三
君
は
敗
戦
し
て
華
村
に
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
予
と
細
井
氏
に
岡
氏
三
名
互
い
に
励
み
て
日
々
二
円
位
の
仕
事
に
楽
し
み
居
る
有
様
で
す
…
…
」
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明治後半期の渡米熱一アメリカの流行（立川）

　
こ
れ
は
、
渡
米
直
後
の
明
石
願
三
の
消
息
を
伝
え
た
も
の
だ
が
、
渡
米
老
が
ど
の
よ
う
な
個
性
を
も
っ
て
い
よ
う
と
も
、
渡
米
後
は
排
斥
に

さ
ら
さ
れ
て
の
出
稼
ぎ
の
生
活
を
し
い
ら
れ
る
の
が
、
お
き
ま
り
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
…
ジ
と
渡
米
の
動
機
を
何
ら
か
の
形

で
結
び
つ
け
る
な
ら
、
そ
の
断
絶
の
な
か
に
身
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
け
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
自
分
に
回
っ
て

く
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
つ
け
は
、
明
治
後
半
期
の
渡
米
論
者
の
よ
う
に
、
浅
薄
な
形
で
回
収
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
明
石
願

三
・
清
沢
洌
・
翁
久
允
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
鍛
え
ら
れ
た
個
性
が
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
な
ど
よ
り
は
る
か
に
重
量
を
も
っ
た
ア
メ
リ
カ
を
、

し
た
が
っ
て
日
本
を
語
り
、
渡
米
者
（
在
米
日
本
人
）
が
、
い
か
が
わ
し
さ
や
し
た
た
か
さ
を
充
分
発
揮
し
て
、
強
靱
に
ア
メ
リ
カ
社
会
で
生

き
抜
い
た
こ
と
は
、
我
々
の
し
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
、
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
異
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

渡
米
者
（
在
米
日
本
人
）
は
生
活
を
し
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
後
半
期
の
渡
米
論
や
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
が
排
除
し
て
い
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
渡
米
者
（
在
米
日
本
人
）
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
国
民
た
る
こ
と
を
拒
絶
さ
れ
て
い
た
日
本
人
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
、

だ
っ
た
よ
う
に
わ
た
し
に
は
思
え
る
。

①
た
と
え
ば
、
和
田
方
吉
「
桑
港
よ
り
」
『
苦
学
界
』
第
一
五
号
弱
治
三
五
年
五

　
月
〔
二
〇
日
、
轟
亦
羽
一
生
（
赤
羽
一
）
「
桑
港
魯
日
戸
記
」
『
山
ハ
ム
闘
雑
歎
貼
』
飾
弟
二
七
〇
口
写

　
明
治
三
六
年
六
月
一
五
日
、
「
渡
米
案
内
（
新
渡
米
者
の
米
信
と
『
社
会
主
義
』
第

　
八
年
第
三
号
　
明
治
三
七
年
二
月
三
日
、
井
上
敬
次
郎
「
米
国
に
来
る
勿
れ
　
故

　
国
青
年
の
渡
米
熱
を
排
す
」
『
新
公
論
駈
第
二
一
年
第
～
○
号
～
第
一
一
号
明
治

　
三
九
年
一
〇
月
一
五
日
～
一
一
月
一
五
日
、
梅
田
又
次
郎
『
在
米
の
苦
学
生
及
労

　
働
者
』
実
業
之
目
本
社
　
明
治
四
〇
年
　
一
四
～
二
一
頁
　
一
五
八
～
九
頁
。

②
「
雑
誌
警
見
」
『
光
』
第
一
巻
第
二
～
号
明
治
三
九
年
九
月
一
五
日
。

③
　
木
村
米
太
郎
「
ガ
タ
ロ
ー
フ
通
信
」
『
渡
米
新
報
』
第
六
巻
第
六
号
明
治
四
一

　
年
六
月
一
五
冒
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
に
登
場
す
る
細
井
（
藤
兵
衛
）
は
、
黒
岩
涙

　
番
の
玄
関
番
の
と
き
、
「
北
米
合
衆
国
に
渡
航
す
れ
ば
、
　
一
日
三
四
時
間
の
労
働

　
に
依
っ
て
、
熱
学
校
旗
苦
学
を
す
る
事
が
出
来
る
」
と
聞
い
て
渡
米
を
決
意
、
力

　
行
会
に
入
会
し
た
と
い
う
（
永
田
稠
『
海
外
立
志
伝
隠
臼
本
力
行
会
　
大
正
一
置

　
年
五
八
）
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈

）
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轟tt盤灘Cl農1、遍満温t窪h竃u潔撚d犠まr㍊窯

and　the　shengyttan生員，　wh6　didn’t　have．．any　pbst；　’　Were　’…．distingu圭shed

from　the　o伍cials（literati，　shidafu士大夫）and　the　common　people，　and

they　were　ca11ed　th⑱shiren　or　the　shizi士子，　They　were　considered　as

the　ciass　next　to　the　ofHcials　in　the　xiangli郷里society．　AIld　so，　the

hierarchy　was　formed　in　wh圭ch．the’　xiang　qudiz下官and　theブ加（temporary

lodging）quan寄居官were　the伽st，　the　shiren　the　second　and　the　common

people　the，tliird．・

　　The　．shirens　w．　ho・were　aware　of　the　importance，　of　their　own　status

and．．cQnsi（斡red．　th（1皿＄elve＄；㌻he　intelligensia，5hi…；ヒ，．maiRtained．1ea（ler＄hip

in　the　solutiQn，・o’f　，l　l．e　prQblems　，of　the　society．，But　／，　on．　the　other　．hand，

they　maqe　．qse　of　．　their　status・tQ．gee　／their・　own　ii　terests．，・　The　．position

of・the／shiren　was．not　only　the　social　one・but　the．，／legal．Qne．／　Because　the

juren，and　the・shengyttan　took　some・advahtages・in　the．Iaws　on．／／corv6e

and　．the．criminal　laws．　Especia！ly　／the　qualificatiQn　．　of　the　juren，，which

was　only，tempor．　ary，．in　the　examination’systepa，／，w．．as　valid　for　life　in

their　law＄卜．Besidβs，．not　only　theブz‘紹移．，　and、．；the．　S．　hengyuαn　but．all　，the

shiren　received　favorable　treatments　in　the　court．　ln　the　national　system

or　in　the　xiangli　society，，　・．the　character．Q．f　their　governing　classes　was

getting　clear．

“　To－Bei・”’　（Going　to　America）　’　Bbom　in　Late　’Meiji　Erai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arneribari　Fever

by

Kenji　Tachikawa

　　From　the　latter　half　of　the　thirties　to　the　forties　of　Meiji　Era，　many

Japanese　were　interested　in　going　abtoad　to　America　and　many　of　them

actually　did　so．　A　variety　of　books　and　leaflets　were　published　to

encourage　their　going　to　America；　orgahizations　promoting　the　trend

such　as　Tobei－feyoleai　（渡米協会）or　Rifeiko－feai（力行会）were　getting　more

active　than　’ever　and　・a　considerable・／am　ount　of　information　concerning

America　was　on　newspapers，　and　magazines．　／　Such　’palatabie　Phrases　i’as
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“America；　the　best　country　for　emigr4nts！”　or　“there　you．　can　surely

mal〈e　money　and　study　and　would　be　called　Yoko．aaeri’　（a　prestigious

title　given　to　a　returnee　from　the　West）”　were　repeatedly　・on　the　lips

of　the　people　and　attracted　their　attention．　ln　the　infiux　of　success　stories

at　tha”L　time，　they　made　a　hero　of　Roosebek　or　Carnegie　and　the　lmage

of　America　as　the　land　of　equal　oppor加nity，　where　anyone　can　hold

Success　by　rneans　of　his　merits　and　abilities，　prevailed．　But　the　favorable

image　of　America　and　the　American　Fever　reflected　in　a　perverted　way

the　fiustration　felt　by　Japanese　and　the　Qppresive　and　stifiing　atmosphere

of　the　Japanese　society．　From　another　point　of　view，　it　can　be　said　that

3sense　of　inferiority，　hum圭liation　and　covert・resen晦ent　aga海st　America

were　sealed　up　in　the　American　Fever．　lt　was　the　rise　of　the　．Anti－

Japanese－Movement　and　the　Yellow　Peril　after　the　Russo－Japanese　War

that　disclosed　the　back　side　of　the　American　Feyer　in　Japan．

（464）




